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巻 頭 言

耽々は入学以来,不安と糊待とを持って眼前の班
然たる可能性と対決するたびに,そこに多くの間組

があり,文耽々白身のqlにも多くの問題が拝まれて

いることを知ったOそして故掛卿こ於ける仁t=満 を体

をBhして見て多かれ少なかれ朋符を三艶切る大学Fl三活を

兇施し,同時に孜々の王に宿怨鑑の政の拭き,内容の

乏しきをも梢晒したO71いまだにかっての御措した

Lj:那/)から脱けUJっていない純々は本望引(+)な閥塩にTT_

入る的に,現托或は未来に仰旧 を持つこ とが zrll来

ず,抱えず氾柏とした状1掛こあることは否定し得な

い｡しかし,西IBdi吹けはら脚こなびき,北軌が吹け

ば向になびくススキの料とはおのずから追 う欝であ

る｡そして矧祭,我J7はこの滋粕とした状憶から何

物かを得,川物かを作))i-Lげるペく桁力した.その

結只,我々の佃J?が先ず自己の間組と対決し,新た
なる向piLi:を持ち,それが全件のものとして統一され

た時,はじめてjL=通の不E引fL]な朋凪が托JTによって

取り上げられるであろうことを知った｡

拭々糾ま･lA々 の白山を東関するtLi銃がない.先Eli

もない｡自由ではあるが,光に苦しい花粉であf),

柾マの点で拭マほ混迷せざるを得なかったoLかし

謂設備も次掛 こ泊えられるであろうし,医学郷の描

先J_t三方にも怨切な卸踊鞘が頂けるだろう｡だがやる

のは我々fJ:のだO儲かに拭々はまだ小さいOけれど

も卵は卵なり,ひよこはひよこfJ:りの物の見方をも

っているo

そして苑説な目的をもつものが自己の考え,感想

を薙起し,相生の甜好を探める ｢糊｣とも云うべき

｢あみこす｣こそは1,r5らぬ数学科の反映であF),令

日耗々が自己を反省する良き材料でもあるとにじて

挺わないのである｡ (約1]主部)
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妻 第 一 回 生 の 任 務

医学部良 武 藤 完 雄 :.

学部や学科の創放された時の館一回の学生というものの任筋は詔大であるO雑証を作ろうという箔を蘇って

諸君が互に手を結んで立ち上った萌姿を捜托えましく憩像している.掛ま北開索の田舎の中学を出た ものだ

が,中学時代にも校長訓話の時に,貸一回の生徒には,地の利を得ず進学を思いとどまった優男なものが雄ま

り,讃任を感じて大いに精進したという謡を聞いたことがある.

これと同じ様な静ま中沢名誉教授からも度々承った.中沢先生はわが頻北大学医学部の第-回卒来生の政男

才であるが,先幣がたいので勉艶の仕方も見当がつかず,夏休みに二筋を出て究大に行っている秀才どもの鮒
仙を符も捕えて,雄大の秀才迎はどんな風に勉強しているかを窮った7)したということである.諮君も中沢先
生を囲む座談会でもやれば,得る所大であろうC

わが医学部の前身である,仙台匡噂時代には,非学科があった.医科大学が創設された噂娯学科が廃止にな

った｡これは今から考えると非鞘に残念なことで,経済力の弱い東北だけirL-,わが大学に鞍学科をBu設するこ

とは仲々困難で,今日に及んだO

数年机から医学部教授会でも医学研兜上から云っても,非学の協力が緊要であることが度々満超となったO

薬学科が出来れば,韓北大学も完全な綜合大学になる｡薬学科を作るには大学木部でも働いて茂わなければな

らないが,歴学部教授会にも預任があると事々は考えた｡昨年,褐稀前線良始め本鰐のお骨折りと,愛知さん

の後掛こよって,数学科の芽が生えた｡継枕可喋 として,今度は完全な三誹盛も起ったらしい｡残りの講座も

釆年は出来るであろう｡謂君が後脚こ進まれる頃には不自由のない桜に狼僻したいと思っている｡

わが医学科は教授即については日本一と言うことになっているOこれは先鞭の名替教授の理想主鼓のおかげ

で,高々もこれをまもって来たからである.轟学科の教授陣に就ても立派な苦い方々を迎えたいと思っている｡ ∫
否々も努力するが,側役時であるから,不備のところもあろう｡諸君の熱恋はこれに打ち勝つことと期待し i
ている｡ ､､ JJJ

-■I-■ILIll■■■III■llqq-ll-･I.-Il-→■→1-､■I-■■I-メlll-Ill-1.←■→■→■→一II■lllllJ,､1-■一11-lllIJ

薬学科の組織及び学科課程について

球〔北大学医学部韻学科ほ,｢雑学に関する呼門の学術を
教授研究し,あわせてその応用詑力を展開せしめる｣こと

を目的として'昭年32年4月1日付で文部大臣から軍事fI;
あF),噌役を見たものである｡

昭設位田は,噂門教育課程を南六軒丁の旧鰐二歌頚部及
び北田帯丁の医学部に,-般教範裸樫は宙沢分段において

となっており'校地は吋用,jt･用あわせて89,000余坪.校

舎等の組物は呼用,共用あわせて 9,000余坪となっている

那,将来は医学部校地円に耗学科 (呼門教育)校宙を新規

に増築する計画であり,閑係官において懇 邸々僻中であ

るd

薬学科呼用に流用できる図歯は,現有 4,500余柑である

が,標本及び機械市貝と椙供って恐Fl当初より漸如させ,

医学部邪拓官 相 沢 正 作

完成年度には光来する予定になっているO

次に耗学科の紳盛組紙及び内容であるが,これは次の7

謂盤を昭和34年班までに売笑する予定になっている｡

燕晶分析化学 1講座

薬 化 学 1〟

-生物非晶化学 1〟

袈品製退学 1JI･

衛 生 イヒ学 1〝

糸 剤 学 1IJ

穀品作用学 1//

上田7謂【盛は瀧田当初の網憩であるが,現代鵜学の両脚

的進展に伴い更に1訪越増徴を考究中である｡

講座内容は本学黙学科の特色とする所謂従来の有機化学
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に偏した傾向を改め,怪学と共学との盲窓按な連取班を至汲め

るため,医学関係の科目を多数用意してあるD後期認樫に

おける故授科目はそのプロフェッサーによっても多少の相

速はあるものと考えられ,ゴ臣終的にはまだ決定はしていな

いが,およそ次のような科目を用恋することになるであろ

う｡

1 鵡晶分析化学講盛においてほ,

定性分析化学 (2単位) 同罪習 (1) 定盤分析化学

(1)同罪習 (1)有機分析化学 (1)同実習 (1)

‡坦輪化学 (1)同実習 (1)

2 蔓!酎ヒ学研座においてほ,
佃機範化学 (1)同乗習 (1)有機罷化学 (4)同異

習 (2)

3 生物共晶化学訴追においては,

生私学 (1単位,以下同じく1単位)同実習,Ji非化

学,同究習,頻用組物学,同実習,臓器雛晶化学,岡

実習,微生物化学,同罪習

･壬 凍品数迫撃講座においては,

1Et機 非晶化学 (1)同実習 (1)有機共晶化学 (4)
同実習 (2)

5 衛生化学講座においてほ,

符生化学 (2)同究習 (1) 生物化学 (2) 同実習

(1)裁判化学 (1)同究習 (1)

6 兆剤学n216E座においては,

調剤学 (2)同乗習 (1)製剤学 (4)同実習 (1)

7 非晶作用学誹盛においてほ,

兆理学 (3)同究習 (1)磯物学 (1)同実習 (1)

化学療法学(2)同罪習(1)夏物学的茄品枚定法(2)

許婚慮外の科目としては,生理学 (3)岡実習 (1)解剖

学 (2)同実習 (1)細-蹄学 (1)同突背 (1)免疫学

(1)同実習 (1)公衆衛生学 (1)私物作用給 (1)

敦子化学 (1)生化学 (1)化学機械学 (1)敢剤及び

経常掃 (1)春雄晶化学 (1)

上の後朋呼門数帝科目の中の一項はロも定性分析化学(2)

5弼機 ･有機非化学,恭用植物学,細菌学,生理学,解剖学

各1単位,計8単位は教養部に在学中の第二年度の後期か

ら履修することとなっている｡

数頚部においては-1改敵背科目40単位,外国語科目18単

位,保他体育科目4単位及び基礎将門科目24単位,計86も†ま

倍以上を傾曝しなければならfJ:い.一般教育科目外国語等

教養茂的こおいて授菜する科剛ま省略するd

鼓弓学科に所定期間在学し,所定の課樫を修了した者に対

しては,読§学士の称号が附与される.

更に学年進行に伴って大学院難学研兜科の設田も考究さ
れているb

差当って昭和33年齢こは鞍晶分析化学,耗化学,生物鶴

晶化学,非晶盟主退学の4冒推塵悶投を当局と折衝中であり.

必らずや釆現されることを期待している｡

f臣故に現在の各国立大学に設蹴されている越学部,また

は数学科を記して椛をおくo

北大医学磁軸学科 入学定艮40 組数160

両北大 // 40 160

千柴犬薬学部 40 160

#* /I 35 140

富山大 〝 80

金沢大 〝 40

京大医学部非学科 40

大阪大端学韓; 60

徳粗大 〝

九州大医学部 〝

長崎大共学部

熊本大 〝

計

0

0

0

0

5

6

4

4

8

95

0

0

0

0

0

0

nU
0

0

2

6

6

4

4

6

6

2

QU

3

1

1

2

2

1

1
▲
3

32

発刊を祝 して

医学科 池田栄光

難学科グラス祁舷創刊を,庶学科を代鼓してお祝いを申

し上げます｡

粥北大学医学部も,本年度より,耗学科が新設され,そ

の陣容が完戒へ近ずいた邪は,実にうれしい邪です｡

医者は,元来診断を下しただけでは,何ら意義がなく,

冶癒させるtl紬'･仕郁ですから,その為の,刀主要な一部門で

ある鵜を研兜する諏君を,新し(同窓に加えて,私道は,

とても心強く感じております

医学理給.技術は日 に々進み,手術や心理学応用による

冶損なとも新しい茂叩qが開拓され,医学は間口,奥行き共

に,広く深くなって来ています｡やがては,診察と拾投の

関係も改まり,我が国でも,医薬分業の時代が来る邸が予

想されますが,研究の面においても,又職策としての面に

おいてもお互いに対抗恐油などはあまり持たずに,仲よく

やっていこうではありませんか｡

私越のクラスの江湖さと比べて,詣君の括顧なクラス活

,動を見ていると,巽にうらやましい限F)ですDこの雄蕊の

f発行も,その一つの教われでしょうO今後とも,旧来の伝

統に,糾られる心配のない詣君が,後難の為に,良い慣習

の基を如かれる様同じ学部田の友適の一人として希忠し問

待しています｡

取扱に.この祁誼が,クラス全氏の抱の解放として発展

するTJfを祈ると同時に,授濃時間の開床で,ややもすれば

接触を失い勝ちな我々両学科問の迎路,融和の為の,一つ

の場ともなる様に希望しますO
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本 州 弘 一

医学と薬学

わが粥北大学医学部に久し(待望された新学科の誕生を

見たことは掛 ましい限りである｡医と掛 五本米-本である

べきもので,範を離れて医は如く,医なくして薬もあり得

ない道理である｡唯の化学物T:[さえ洪品と荘こく呼称される

所には,如何に医輩というものが人類の本義に根ざしてい

るものであるかな示しているO-奉であるべきものが,顔

れはなれになり,各自快事な歩みを拭けていることは如何

にも不自然である｡近代人はこれを将門化と称して,泊り

にさえ感じていたのかも知れないoLかし本当に医学が生

い立つためには,薬学と-附こならなければたらfJ:いこと

が近頃痛感されて来た｡

封王北には古くは鵜学rif門学校があって,その卒業生が現

(tTも当地にあ.?て宿願捲れている｡ Lゝ'1然この鵜吋が医学部

基学科として医学部にI馴丈されなけれはならなかったので

あるが,どうしたわけか医学御 乙は黄学科が設けられずに

今日に及んだのである｡それ相当の理由があったのに相迎

ないが,今にして考えると過惚なことであ.?た.

との方面でも今日の研究は,以前にくらべると有機的に

なって来たo多くの頻った分野の人道の協力によって,新

らしいものが生み出されるo/Jj]拍小さな間塩を少数の人が

独白の江塀から完蛇するということもあるが,大きな別個

になるとそうは4-3かないO抱力という点では本邦人はどう

も苦手らしい0-人一人の学者を考えると本邦の兆学界に

も馳分伯い人が矧 ijL,環東な発見も可なl)あるが,もの

になった研究というものは案外に少ないような銘がするo

Fllにはわが闇で発見され,執務に肝托されていながらとう

とう米用化されずに終り,これが列国でとり上げられ巽川

化され,逆輸入された-掛旧の例もある.これなどは全く人

の和を得なかったことから来ていると思うD日本人が経ち

に外国当主梓で木邦人の手で作られた輩などに百もくれなか

ったことが一つの原田であろうと思うが,また劉燕会社が

長い日で雑の完成を昆甘るというキャパシテ-な持たない

ことも桐しているOエーリヒ,窮の 606号は根端のよさの

例としてよく挙げられるが,今日ではこうしたやり方がむ

しろ酋迫であろう｡

私はまた非榊こよい基が医学者と読返学者の緊鮮な協JJと

長埠に亘るNtf才力で完成された例を日のあた り見て知ってい

るOわが学掛 こも持Sf,まの新学科が/l=.itたのであるから,F!1

く擾箱な草深IJ三をilル て,あのような_1王将な協力によって
研兜の巽を挙げるEjが来ることを切giするD特に初糊の挙

共生の成患封土良く後宮糾こ拙守するものであるから'紹/f-LFの

自jliを望んで止まない. (医学部数段亡L三皿学教室)

一 般 医 薬 品

i'f生堂チェインストア

桜 井 薬 ノ 局

仙 古 市 新 kHJ.HEII -

1El.盲.I.I⑨ 4630箭

薬 と魯 迅-

L …一･r JJこ ･･丁

何十咋かl抑こ,作家魯迅 (Lu･Sin)が 当大学の圧学部
に学んでし､る｡今私は経,%TJ:るとき,鞭の代盤作の一つと

いわれる ｢叫暁｣を読んでいるが,そのri,夏にこんなこと

が糾 ､てあるO把の劫ない頃,父親が柄瑞だったので,孤

はいつも円尾と韻¥屈と純が家を特段しなければならなかっ

た｡質屋では侮蔑の眼差を受けながら金を受け取り,その

魁で薬屋へ行き,そこで容易に狩られ相もない誼の出,-Lnr
薦,つがいのコーロギなどを円って帰るのであるoLかし

窺巨石効fs:く,父の柄は日慈しに砥くなり亡くな ってしま

ら.その後紋が学問を身につけるにつれて,妄焚方匠は多か.A

少かれかダリの軌こ屈するものだと考えるようになり,嗣

されている忍者やその家族運に対する同寸iljを詫言urめたのであ

るOそのとき偶々雌史ri汀を散節しているうちに,明治維新

の大半が円坪叫憩学に端粒発していることを知って,この

いささかったたき河流の為にか,鞄に日本のrn缶即 川l‡

iT)の医学TJJ門学牧にFi'rlをおくようになったのであるD姫
は卒業したら,父のように闘されている瑞の毒な病人を救

うのだという大らかな夢をもって地強したらしい｡

しかし鞄にlPllマ控菜の余暇に映した7イルムの中に,'レ]

時丁度Fl矧†如けrの頃だったので,そのニュ-スを映したら
しいが,スパイを働いた壬釧王二な体格の巾同人が現れ,ELI'を
斬られる所を見て,体格が如何にrLiJ市であ17ても,舘神を

叩き-iltiきぬはならぬと考えて,医学を捨て,作家を,占した

と.!Fいているo

私のつたなを中国語では,彼の柑l事沖'lJ;-/Jyに伝え和たか
苗かは伯!既できないQ

私に誓わせれば,iuJI簡執こ医学を諦めたものだと･rTILitFV)

し,ナ文撲万民がか7.1だというのも'苦い頃の相の暁週が
Ikんだ感サー1蹄こ過ぎないであろう｡尤も松の班方掛=lkliする
脚しみは･偶 かこまで徹していたらしく,前に述 べ た ｢杓

蚊｣の中の一文 r蛮｣の中にも,｢人血箇所｣となってあ
らわれているoこれは ｢人血駿東｣をぬたは肺病が治ると
いう迷Li-i.のことであるD又医TISを退-･tllEした■l柁こしても,-
.J11JのフイルムはIl妃 憶身の葵掛こすぎず'それに至るまで
には苦しい悩みが有ったにちがいない｡恐らiは,時には

11滴 川の流れを眺め,'E悶事の血をilfjきたたせ,時にはl朋鞘
の余りあてもなi礎盤したにちがいない.
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○-雑 感-◇

解別学数重 森 雷

研削単が印門だというと,どうも栖暗いじめじめしたと

ころで,人の屍体や馴王かl)いじiっているような印祭を

人に年えがもだが,光のところ,そんなことは少 しもな

いo弘は父が解剖学者であるが,始めからそうときめてい

たわけではなく,大学のさF.叢近(になって,何ということ

もなく踏切ったように思われるo LかL,診磁IJi活に入る

Jltは当初からあまりfi:(,jiErIj歴学のとこかにという毘俊

の希勤 王持っていたO

子供の頃の記憶であるが,時折かかって来る往診依頼の

心縞を断わるのに閉口していたものであ.?た｡二,三の押

閥笛の兼,先方のいう口上はきまって,｢しかしお宅は医

学熊等士でしょうOそれなら｣ということだ った らしい｡

｢それはそうなんですが医者ではないんですCL｣そんな到

底通用しそうもない弁明をしながら,腐り切った袈情をし

ていた父と,同じものになろうとはさr･:Il崎は召別こも.tilわなか

ったが--日｡

近頃では,もうそれ程ではたいにしても,まだ韮仏堅医学

というものはよくは知られていないように思うO解別に人

の注目が積るのは,窪･iP･'朱のirf‡こ,f3:柿なものの雌観を弼

持してiL3:い列がt招円につくられる時位であろうか｡IR作,

耶別学のri7円家が研究していることといえは,とても一口

には云いあらわせないほど.多方面に臼,'ている｡しかし

これを強いてまとめれは,正JFfj'な/1三命体の梢成の解明とで

もいえようか0人だけを材料iこすることは実際上不能であ

1),文,他の動物と比仮して人の隅迫の理研を深めるとい

う粒味もあって,いろいろの助物も用いられる｡この解剖

学敬重には,脳の窃敢故紙水が多数所蔵されているカ㍉ 下

はカモノ-シなどのf附し琴か ら人に至るまで,一寸した御

物閲よりも多く椀効の動物の僻が含まれているのも,その

例である｡私の研究室で手懸けていることにも偶差riに触れ

ると,発工ヒ単に一つの主眼が田かれている｡卵から,捌経

た且つ統一された成体になるまでの細粒の哨班とそのTE3rlの

分化 (形憤上,及び職能上の特殊化)の過程を,いろいろ

な細胞成分の変化の面から追かけて,その分化の秘演な好

(手がかF)を求めているといえは,ほぼ訳がな いであろ

う0人rET13からの材料も少しづつ集めてはしらべているが'

それでは到既発強の全過程を埋めることは.Liも来ないので,

ここでも,もっぱら-ツカネズミをひねくりまわしている｡

そういったことが,矧鞭にとう役立つのかという疑問も

起るとhilわれるが,はかばかしい箔も用五誌出来ない｡又,

今すぐ何の役に立つかはあまり考えなくても,必ず,いろ

いろな閉髄の僻決に貿する∃占艇となると魁うoただ,常々

関り,文希望することは,こういった地味な仕邪をつづけ

ようという人が次第に少くなってしまったことと,それか
ら,qiなる実験補助者だけではたく,特別に凝成された傑

罪な技術組のせめて-人か二人の定i-1をもうけてはしいと

い うことである｡そして又,日脚を3ミクロンのところに

合わせなければ5ミクロンの厚みの接木をつくることが出
I

来ないミクロトームを効かしながら思 うことは,やは1),

もっともっとお金がほしいということである｡

しかし紺取としては,孤の丈･三村′巨品は,巾国人を敬釈放

刷L,それが新しい中間を作るのに役立ったのであるから

彼の掛 噸 の夢-経は日揮の巾で述べている-ほ十分越せ
られた.沢であるO亀に姫は舶拝で鞄初のノーベル'Liを与え

られようとしたが,断ったそうであるQ現-/E,中田の毛さ
んも槙を中田文学の父として略取している｡

被の女帝は私にとって,細めてtJ'TEl.坪である｡口語を文学

に探り入れたなどといっても,私にはピンと粥fJ:いO又評

流の軌には岐例が多く捕られている｡丁稚私が!娘じるのは,
文輩が簡蹄であるという点は,毛さんの好みに/,]lっている
ような瑞がする｡

問詰什屈oいTE幸弘盲であるべき人草′k活を送 I)ながら,
私は何ともいえない娘好感に封われることがあるclR分が

不勉強である為のものか,鞄誹から来るものであるか,氏

岡の所,私にも分らないO

ある打は,私のことを神海症だとか,さびしがりやだと

いい,他のIj1-からほ ｢君が-｣といわれるようTJ:ことをし

でかすことにもなる｡これが私の娼韮岱の脚部薬であるこ

ともあるのきこO然し所詮,低額な基であって,人血捉東に

;おるとも捕らないのである｡それだからといって又環境の

せいにLj:うという現も竜虎ないo

何故なら,Flえられている国境がそれ和木欠榊だらけで

あることが7fi巽であっても,私はそれを充分に研究し,分
析し解決の糸口を掴もうとさえしていないからである｡

ここ雀で考えて(れは,おのずから臼分の不弛血さを痛

切に感じない訳にほいかTJ:いO少くとも今の私は,嫡男∈嘘
の由来する矛桁と四つにとっ糾んで,そこに始めて新しい

境地が師けるのではないかと考え始めている｡これが私の

Lなければならぬ地卦の邦一課である｡

魯迅も,経の白rl;PのFPにかって砧蛇の如き娼;琵嘘に摘ま
されたとiEl･いている0校の如き救国の大雅姐を以て,/1き
ようとした人F田が,この人rtrd社会に於て,1.頚冥憩に関われな
かったと1Jたら,それはむしろ不屈話遠ともいうべきであろ

うb 然し掛 ま自分を国民の申t,1沈め,又苗代に返るという

Tljによって,自分の魂を麻酔させたのであるoそしてこの

ときはじめて掛 ま悲焼軌概することを止めたと′出■いてい

る｡この簡印な,しかも蘭rFfのある貰ミ●劫の巾から,孤が白

骨の国を撤鑑的に研究するというT榊こ於て,苦しい勉奴を

続けたであろうリiをひしひしと岱じない訳にはいかない.

少くともこの一時の抑こ,私は白分白身を考え,新しい

13-g地を拓かなければならない｡これが私が私にのませる為

に作らねばならない最初の基である｡そのとき精神7絹fの
帥五三百六十五F:)の1掛こ,私にそれ以上の域ILiのしるしな

与えて県れるであろう.
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研 究 室 入 門

岩 口 孝 雄

･在学の部屋に入る途王弘 異様な旬がする｡姶めての人な

ら'n檻でも感じる赴くささとでもいうのでしようか｡長くい

れば馴れっこになっていると見えて何閃せずといわんはか

りD J=Pには白衣を着た人々が熱心に反応に眼を見張ってい

る.究駄台,周l)の鵜晶,群馬もすべて古めかしく天井に

は反応中爆発,引火したと思われるような黒ずんだ跡も見

受けられる｡こんなお粗末な所で多くのす(･れた研究がさ

れるのかとう党政するはかりである｡研兜生活には幼稚院の

新入生は犯もきれし.tな白衣を付け張切ってほいるものの研

鋸盤の空端には野汚れずどこそこぎこちないb自分のプラッ

ツを地理LtL:蹄こ取かかる抑こまず泊蝶の精製な行わねば

ならないO細水のアルコールを作ること本には至擁簡単に

省いてあるが,いざやって見ると雄潤という-挽作でさえ

面倒くさいOそれに化学実験には火がつきもので,不住恋

にやると引火し,火倒して洛屋の人々に迷感をかける｡そ

うかといってやらないわけにはいかず,時 危々そうにやっ

ているのが見付かると ｢君,危いよ!それでも化学をやっ

て来たのかい｣と述艦なくびしびし注恋されるD何んてう

るさい人だなあと思っても数えてくれるのだと思うと叉膏
撞くなるo

研死去に入ってから有機化合物を取扱う手始めとして行

きのが有機分析である｡文字通りどんな化合物が含まれて

いるかを明らかにするだけなのだが,何かわからない数柾

の混合物盈托して50cc位の検体がわたされるOまずオーソ

ドックスな方法で始めるのであるが,要領を得ない｡熱心

さのあまりに失敗も多い｡手をぬけは自然は正滋な結果を

もたらすD結晶すべきものがしない｡二,三化合物がわか

った頃にはもう検体がなくなってしま･?たo仕方ないから

こっモり拭らって来て叉振出しにもとって始める｡何回か

碑返して=A:労しやっと全都明らかになり,ほっと一･息とい

う所,これからいよいよ本格的なテーマ一に取組んで突放

するのである｡どんなテーマ-かなと思いつつ,大命降下

を待つのであるO教授から呼出があって簡圭削こ｢君はポ-

ラロrラ7の支持塩の研兜をやれ｣といわれるだけo猿と

は全く開拓もないし,ポーラログラフィーてどんな学問か

も知らない未知の粒界であるbしかし串なことに研究壷に

ほ,誰かその方面の呼門家はいるもので,摘燭を受けたり

文献を瀧んだりして知識もだんだん堂宙になってくるo文

献調査も文一任那である｡要領よくやらないと大部時間を

灼し見落すことも多い｡だから新しい比和をしようとする

には準備も充分必碧であり,攻めて先人の梯大な菜畝に致

がさがる思いがする｡調べた知識をもとにして突放を始め

るのだが,既知のことでさへもうま くいかない啓が多

い｡まして新しい!1割こぶつかるとむずかしいD ｢どうして

もうまくいかないし,原因もわからない?｣考え込んでし
まうD仕giが進まない時は他人に奴F)残されはしたいかと

あせる究持,かえって失敗を繰返えすような結果となる｡

何をやっても見ても面白くない｡だがふと思い出したこと

が仕郡を一歩進める手掛りとなり,実際成功した鴫の尚び

は例えようもないO今までの苦心もどこかへふっとんでし

まい'本当に生甲要望を感じ研究に対する自信が出来る.テー

マ-の仕餌が始まると仕Eliの経過を兄に先生が部屋に囲っ

て来る｡教室良は俗にこれを垂範といいITh-いものの-つに

なっているようである｡仕邪が進んでいTJ:い時は何と答え

てよいか全く困ってしまうO逆にう意くいっている時は報

償するのが楽しみだO与えられた仕邪を完成するには碓力

は勿輪の耶であるが,失敗化学では特に細かい観察力と強

い怒耐力が必要であるC投近のように学問が進辞し分化す

ると大きな仕EBをするにほお互の協力研兜が必要であるO

教室は教授を中心として教室の大きな仕El別こ各人が協力し

ていかねばならないO研兜生活を通じて教室の年中行rJ_Tの

一つとして,旅行は寂しい思い出となっている｡叉若い者

はかI)拭って時々コンパをやり,JjtFC勢をあげたことも鰻し

いoこのような温かい家鍵的な環境の中で,研究のかたわ

ち,新入JiEをはく･くみ立派に成長させて優秀な人材を社会

に送り出すのが大学の研死重である｡帝王北に/生れた兆学ま

だ一才の赤子の如く弓乱､もので,これをJiL派に育てて行(

ことは,我々の双榊こかかっているのであるo取北の媒さ

にも負けずす(すくと成艮させなければならないO今後茨

の道も多いと思うが,将来の野を炎しみに我 す々べてが澄

銭と若さをもち事をたずさえて頚王北にふさわしい成年にま

で雑学を育てようではありませんか｡ (薬学科助手)

医薬品.麻薬.衛生材料

有 名 メー カー 特 約 店

警護 鈴彦商 店薬 品部

仙 台 市 北 二 怒 丁 9 1

耶 宗 茎招 瑠 描 冨

仙台市小売部 仙台市名掛丁45
fE 詣 ③ 9 6 6 6

宮 城 県 監 米 町
侶 諮 14,110,111
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市 河三 番 博士

と

児島喜久雄先生
三 岡 弘 埴

昨年の脊ころに,東大の名誉教授の英語学の市河晒士の

多分四冊目の随喜持雄｢旅･人･苫弟｣が出た｡早速これを
求めて,馳尚の現にかきくれたことは苫うまでもないこと

だOその中の一節の ｢名君佳句の暗部｣のむき出しの所を

引用するE,

六時的大学を脚年でやめた峠両舷の児E3醤久雄君が記念

に肖像両を画いてあげようか

というから碑んでお願いし

た｡その時顔を見ながら,例

の調子で ｢つ居らない本ばか

り読んでいるから領にろくで

もない鮫がLH来たな｣という

ようなことを貰ったが,実際

私の儲潜の大部分はつまらな

い本はかりで,かって封詩の

本の盤理を女手大学の革装盤
に斬んだ確,｢先生の処には
-1ltlも統みたい本が卸…いのが

不思瀧だ｣と述懐した通り,

文学の作品も少しはあるが,

何といっても語学の本が圧倒

的に大部分を占め,しかもド

イツ語の本が多いから大抵の

人はよりつけそうもないので

あるO-･･･

とも習えない佃上の宙びを身内紅斑えたD私の行った酎か

らのお靖が一段落してから,先生ほ,やおら私に向って話

しかけられた｡｢今,潔大の文学部長は市河君だがね,こ
の間,市河雷がね,君,この前の教授会瀧に出なかった屈

を出してくれ給え,と言ったので,僕はね,-A,そんな

届を出す必重きがあるのかね,と貰うとね,市河君は規則が

あるのだから出してくれ給えと言うものだからね 僕はそ

んな凍即があるのなら,その規則をやめるように改正した

らどうかね,脚よこの榊の余滴に出なかったことを,ちっ

とも否定しているわけではなく,この本人自身がちゃんと

欠席を認めているという, このくらい櫛かな証拠があるの

に,下らない届なんか出す必要は少しも認められないねl

改正し給えと押し返すとね,市河君が,僕が部長になって
.JW ～〆〝叫･～〟〆'叫 ･...〆 ′''+･㌦ ･.爪 〆

一 つ の 世 界

長谷川鉄司

まぶたを閉 じると 私の世界になる

そっと芽をふいた花が どんどん殖えて

審びと希望の園に咲きそろい

ふ っと浮いた黒い雪がどんどん広が って

にくしみといか pの世界にむらがる

それでも私は嬉しい

散にも邪魔されない世界は

ただここ だけである

私は此所を綻んで,今は亡き児払先生の ｢例の調子｣が

文字凪P),リアルに思いLt]されて,児払先生をなつかしく

脚まずにはおられなかった｡市河博士の肖像画を拝見する

の栄は得ないが,私はまず二人の親締れな優れた学者の封

越された好耐図を勝手に両いてみようとしたo

児曲先!山王賦北大学で西洋柴術史を担当されていたが,
旧称11･2年ごろ雑読大学に紀ぜられたのだが,その田後

妻杜lヒ大学に出張教授をなきった｡その時,先生にお金いす

ると,｢今,仙台ホテルに泊っているが,南氷洋の捕鯨関
係者と泊り合せて,いろいろ面白い捕鯨の話を閃いたの

で,そんな詣でもするから,ホテル･にやつて来たまえ｣と

いうことだったから,私は留んで先生をホテルにお満ねし

た｡私が参上した時には,内藤さん (駁北大学のEl本妃の

Flrl身｡古代瓦の研究家D敵手蔚)御米審き,その外に-,二

人の先客があった.先生から醸し出される独特の春風駈遊

たるアトモス7ィγに,私は暫くぶr)に接すると,もう何

から,陛界中の有数の大学か

ら教授会の規則に関する質料

杏,できるだけ細めて,その

道をとり短をすてて完重なも

のを作ったのだから,もう改

正の余地は全然ないのだ,と

習ったよ｣と,大体こんな見

合に,終始にこやかな温街で

脚こもうれしい話のように,

ゆつくiJゆっくりお描Lにな

ったO私はこの満を聞いて,

益々うれしくなったことが,

まるで昨日のことのように,

今でも時々思い出される｡そ

れで結局,先生がその屈をお

出しになったのか,それとも

うやむやになってしまって,

市河博士迎製ともいうべき細

紐な金科玉条に児腿先生のイ

ンノセントな野塩がつけられたのであろうか,つい開きも

らしてしまったo私は,むしろ後者の万を,英人のビュ-

ティ･スポットのように斑味したいのである｡

(数濯郡助教授 :階等教官)
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一 色 章

まだ私が学′1三の頃だったから二十年も苛になります｡た

しか新r旦那こ日本人と,固相がとこか竹I)ませんが,さる外
人とのjら≡いせ比蘭した一文がありましたb内容の大部分は

gE蘭にないので革緬であったか序.論であったか,それとも
別の徽詩編の一節であったか/JlりませんOもしかすると別の

3.iiと混同しているかも知れませんD何でも日本人は洗面所

が水漏れで水浸しになっていても煉瓦を飛び石にならべる

くらいなもので,一向に&rl極的対策を考えないO所がその

外人なら即瞳に捗侍を締めるだろうという意味でした｡本

空知こその人が防湿を始めたかとうか私には分りませんが,

少くとも潜ての日本にはそんな場所がいたる所にあったよ

うに従えていますo

ir歳月も20年も流れれは芋粥も大人になるんだから,令,

日本も1'jj.の両君伽;ないくらいに変貌しても総理もあllませ

ん｡

面形がなくfJ:るくらい:/ そんなことをおいてみたもの
の私の本心は実は必ずしもそれ程に憩ってほおr)ませんO

非戸の中にいてはとrれ位変ったのか本当には分らないので

すOこんな場合いっそ,あの人に究てもらって串跡こみた

ままを教えてもらったら面白いでしょうねOその人は一歩

卯出して,背ながらの砂利iBLにさしかかった途iJU3即盤に感

じたままを答えてくれそうですO

砂利道はち上つと足がく･らつき,白潮解が小石を飛ばす

けれども班用が安く愉卿こ出来上るので,私たち誰にでも

JR7:のつく鋼公法ですOでもその人は何故ローラ-をかけな

いかと云うにきまっていますo魁き物やタイヤの消耗,〟

ラスの敵組やエネルギーの招来などを計鐸するとローラー

代なと何でもないと云うに3BいありませんDだから私選も

I-1けずに答えます｡｢予鈴さえあれはまさか砂利でお茶をに

ごすような郡はしません｡勿論ロ-ラーもかけます｡妃に

5',節:が許せば自捌畔が過れる位のrllに77スフ7JL･卜を敷き
ます｣これを聞いた彼氏あまのじpくというわけではない

けれど,逆廻してくるかも兜‡れませんOおそらくこんなこ

とを云っ{･･--｢アスファルトも場合によっては迫の両州

にだけ敷いた方がよい｡そうすれば中央部は砂利にロ-ラ

-をかけただけだから自助牢も槻在以上のスピードをItiけ
わけに行くまいL,通行人だって,よく郁班したアスファ

ルト]J=･iEiが両側にあるんだから,何も規則を犯して危険な

坤迫を澗歩するに及ぶまい｣-つてQ

どうやら満は別のものにふれてきたようです｡だからこ

れ以上tiFきつづけてももうどうにもなりませんO私は皆さ

んに白油にこの後を;itき絶ってもらお5と思っているんで

す｡ (茄学科教授)

年 頭 所 感
P･-･･-..--I- -･･･<

水 野 左 敏

臣.-‥----,-,.･･.A

3,:hL,A.i;学校三特性を去坤の三月にirlCf･li卒茶して五月に恥北

大学の薬学和 こ入学してから,ほや八ケ月になり,昭和33

畔をここに迎えたわけですO砧校fE清三iFl捌なんかすぐに

綻.つてしまったように感じられたのにもまして,この大学

地帯八ケ月は本'J的こまたたくr排こ終ってしまった よ うで

すoさて.ふ り遮ってこのすぎさった昭和32坪を考えてみ

ますと,班にとって勧めてJJ三れた土地を離れてよその土地

に賭すこととなり,少しばかり大人になり,物を視る目が

肥えた (供にはそんな塊に.FrHわれるのですが-)以州 ま平

々凡々とくらしたこの八ケ月ではありますが,日本という

国について考えてみるならは,見料界のすべての人につい
て考えてみますと,一つのエポックを作ったJLF-ではなかっ

たかと思います｡日本が国迎に加盟をTr･きれ,安全帰陣過

ぎIi余の非常n:･鍬jf周に選ばれたことや,究海相に原子即の

火がともったということなど供述日本人にとっては忘れる

ことのできないことがらではなかったかと思います｡そし

てついに10月4日には人工柵崖の第一号が打ち上げられた

ではありませんかQこの那件は本-■1に宇宙時代の到来が近

いぞ,という嘘を与えてくれました｡供はこの昭和32年10

月4日という日を大きTs.恋丑のある日だと思うのですoこ

の日以前と以致とに於ては他界の色々な両において,特に

政胎的,科学的な虎でその考え方なりが,がらりと変ったの

ではないかと憩いますCもっとも近代社会における所FLu,

ラジオ.その他のマスコミにより色々と誇大されたt),fE

L(理解されなかったilすることはありますが,それをぬ

きiJこしても-なにか科学というものに目がむけられるように

正.,てきたのではないかと思いますoこれらの滋味で,こrl
の昭和33時という呼は,色々とおもしろい坤になるのでは

ないかと思います.既達も大学二時にもなるし,大学生清

の中堅にあたる年でもあl),学閥をや1てゆく上にもなiこ

かはi)合いといったようなものが感じられるのではないか

と思います｡昭和33'LFの埠頭にあたりこの一昨間こんな風

に考えました｡

一昭和33年1月2日一
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柳 瀬 良 文-

無 題

自分はこのr往I成人の日を迎えたはかりだが,此掛 五とう

もE制-Uのたつのが早(てならないo過ぎ去った時を拭I)近
って見るとあらためて年月のたつ早さというものに貿如 ､さ

れる｡

つい此の岨迄は拓校生でにきび両をひっさけて先ぎ絃共の

語るY談などにあごをなでたr),おっかなびっくりにウィ

スキ-をなめたり,三年/Jlともなれは,いつの問にやらF

バコを吸って月に-征伐づつ烈煙を留ったI)していた O

やがて項却こ浪人となって,あたりの人はとう思ったか

知らないが,El分丈は悠々として人生の後の方になってこ

の浪人の綻敵はJLかされる筈だと仰脳 していたO綜あって

一朝大学に入るや,学校の認愚はその大 [ゝ'･を ｢自ら学ぶ時
捌｣となし,猶塩といえは挺出机1,2時間を与えられれば

その九測迄は仕上げて見せるが如き讃哨しい技術 を会和

し,淑験的ともなれは参考路や他人の/-トを何がどう比

例したのやら'反比例したのやら何も分らず,とも角田を過

し,大学蛙括恭一回目の的朋拭駒を志なく終えて,例によ

･)て学校に入ったりlLt'.たりしていると昭和]32年もくれて33

年の正月を迎えた｡

そして文,学校の授業も始まr),屠蘇実もr/Iも抜けては1

となって (はっとなる必要もないのだが)見れば,自ljlは

上郡こ人EL三六十/FFと仮定すればその三分の一を過ごし,鶏廷学
科という所で化学の楢超や物理のノ-卜を盛んに敏一Lj:して

いるOまさに光跡 王ジェット機の如しというべきか｡

Elかま元来,大学は文科系を虚望して法科を貿験したの

だけれども,そこはそれ うまくいかなくてひょんな即から

とんでもない方向につっテELってしまって,時たまT行先心

細くなったりもする｡けれども,tfl.lrnJをザ1と見渡して見

ると郎)の見開きできる稲田のところでも,大学に入るた

めとて地政をしている中にその余りの他強の激しさが頭に

きてしまったり,肺にきてしまったり,能力のある人が凝

済上層の隈をこれ以上鳴れば折れるやも知れず,仕方なく

F-tj-11校を過ぎかったり,叉は昼r践1ほ孜々として労働に従弔し

その得た金で口を糊し,且つ本を円い求め,仕Tjlが終J叫王

股の-るのもものともせず7,.長政く･に夜学に駆け込みTl'与剤に

EIJdの生活と対決している様な多くの同Yliの居ることを思

うとき,偶は皆の起きた故のっそりと起き上って,時計は
成文見ないで急がずに飯を氏い,やがては弓雅之に出て,授

発に川る以上は銘百日に取り組むのかというとそうでもな

く,適加こお茶を濁して,機会をとらえては酒を飲み,安

くもないタ バコを吸い散らし,それでもまだ何か不fl言tj追究

な吐活をしている自分を懲り見ると,心から,｢帽はめぐ

まれているOこれで自分の進もうとしていたiEflが少し位曲

-,たからといって何もしないで心細く患ったF),それを疎

にして怠惰な生活をする桜ではlJ,撰怖細いことだ｣と思う
のである｡

しかしながら,自分の将来を恭ずるのは兎も角も,凡夫

の浅ましさというべきか,鹿の腿を咽る身でありながら,
午前2,3時迄も飲み歩いたり,蜘馬屋のオツサンを相手に

怪気炎をあげた)),学校に出れば茂雄をさぼり,小成が有

ると幌向の概蜘 王か7)やって,教科恕･参考Ltの親はまさ
に ｢屯11ん試｣で,この頃はいかにもE]がたつのが早いなど

とぼやいている｡もし親などが心配して注慈したりすれば

何となくそれに辿いたくなって,言わなくてもよいqiをロ

から出放塩に昆埋封を弛べ立てるOそんなことを鞄にtJ:っ

て胸に手を≡Ljててようく考えて見ると,思はず誰にともな

く恥しくなる様なことばかりである｡

そして一方ではその様に殊勝な党になるかと思うと,舵

程自分は侮日の生活を怠惰に怖性的に過してい るとして

も,筒語にもある様に加流自分もそう思うのだが,親に孝

であることはまず身体髭脚をいためないことであるOそこ

で俺のTJ:tを言えは成程酒やタバコをのんで,知駄な金を始

ったり,又i娃び回ってはかりいて馳政は時たまお茶を濁す

程度にしか (無瀞お茶を潤す程度にもたぎらない方もいる

ようなのでずっとよいわけである)しないといっても,親

に心配をかける様な覇気もしないし,大学に入ったからと

いって,あなたとならはとこ迄も等と惣曳tを起すこともし

ないo節一柏手がないのだからできる筈がないのだが=･O

さすれば俺は親孝行である点に於て一部認められるべきで

あるなどと思って悦に入っていると,良心が銃をiltLてい

やそんな貰いのがれはやめろ,そんな串を自分で決めて安

心して自分の恋い点をおおって仕灘_求.-うというのか,そん

な有様でだらだらと/i=.宿し,唯一鑑の人Fjiを鰯抱に過ごし

てしまつては男手としてこの世に/jiを受けた甲超…もないで

はないかという｡そこで自分はドキリとして,再び反省し

よし明日からはもっともっと吐宿を光来させよう.もっと

T:l紳こfL活と取り組もうと思いながら充実したJ生活をおく
るべき明日を手く巾すね引いて持つのであるO

追記

r.哲の挙太白は酒を飲むと絹が自ずとロに出たそうである

が†小生はウィスキーをなめて以上の如き駄文を得た｡勿給

.もっとちゃんとしたものをおきたいのであるけれど,何L

tろ文を-iiH 等ということには一向不案内でそれに文才の甚

しき欠如はただ才ある人を改むタ二である｡更には雑紙の原

榊を机めるのに苦労なさっている方々の為にもE1分はか り

手間とっても工合が想いと思ったものだから (何も今妊は

かりとは限りませんが)思いつくまま;汀-き付けた次第です｡

最後に先々の肇昆缶を作る為に-Ij=.恕鈷尽力なされた方JT

に心からお礼を吉はさせてもらってこの拙文な終りとしま

すO -妄告多謝-
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黒 い カ

佐 藤

温いおこたに入りながら
ふとよ軌､カーテンを見た｡

良いカーテン,それは小学生時代のある日を

思い出させるD

巽しい,純おな,しかし苦し1,1思い出を‥-目

盛の潟台で白衣の天使が飼っている,

柴しく,しとやかに,託を招く様にD

共,これこそ本当の柴だO

圭

フォー クダンスをして

長 藻 昇

一般にダンスというと,女性的でエロチックなものと考

えがちであるが,風俗の追いで我々の生活から離れた存在

にあるからで,文封女がベアになってする召紬､らそう考え

るようになるのだろう｡FID(フォークダンス)は文字

凪り民族邦師であ･)て,せいぜい盆閉り位に考えて欲 し

い｡F･Dはスポ-ツでもあり,文酎りは人間の本能でも
あるのである｡ ｢F･Dよr)S･D (ソーシャルダンス)

の万がいい｡｣なt'と云ってるが,釆際に厭ってもいなけ

れば,S･Dをするつもりもなく,ただ口先だけの人が多

いものだ｡成田,S･Dは自分の意志の患部こ閉れるし,

将来も有効である点に於いては,兜味もあるし良いかもし

れない｡だが学生時代に多大の救援料を払って習う樫のも

のでもないだろうIJ.社会人になってからでも覚え られ

るoその点F･Dは,学生向きで金も掛らないし,且S･

Dとは過った面白さがある｡

仙台は,日本でも特にF･Dが盛んなところであるそう

だ｡先日もアメリカのリッキー ･ホールデン氏が,わざわ

ざ来仙して,指等して行ったほどであるO現在仙台では,

市激震,賦北大同好会,YMCA,その他解,学校,小同
体によって行なわれているが,中でも印と同好会が大きな

会であると思5｡文終腎のBコ-スでも取ることが出来

るO同好会は毎週土曜の午後中央体幹蝕で,男子は弧肥大

坐,女子は一般に誰でもよいが,宮城･三品の学生が多い｡

一方市の食は,金曜夕方から矧町小か上杉山中で行う｡こ

テ ン′

舞

私はじっと見とれていた｡

やがて腐りは終り,

-瞬間互に立ち止って向い余ったo

Lかし私は口もとを動かすだけで

首班紅牲出なかった｡

nqいか-テンに班女の姿が淡く映っているO

友の声がして,ふと掛こ珊ったO

の会は誰でも参加できるので,‥ゲ政のおじいさんから家

庭の奥さんまでやっていて,なかなか庶民的で-脚こやさ

しい鉦潤のものが多い.円熟まかノプル,サーグJL,スク

ェア,コントラその他いろいろだが,迎春的ないくつかの

動作の組合せであるから,すぐ覚えられるD誹習余に一度

出れば大体は斬れるだろうD
所で｢股にF't/スの興味をPでまわすと,次のような式

が成り立つとか ?L･･･-

P=三k/rBM (rは距離,Mは盟塩,kは比例定数)

いうなれば,ダンスの鼎味は距離の二乗と質盟に反比例す

るO即ち,バ-トナ-との距離が少ない株と,叉その照投

がデッカグないほど興味が増すということである｡

7オークダンスで知り合って,ついには紡姫にゴ-ルイ

ンし,その籍婚式に31--ティーを閲いたなど,ほほえまし

いqi実もあるo文同好会宝船の速足なt'もあるO

ダンスをやっていると究椿が附れやかになるし,/生活に

も快活さが出てくるDこれはF'ンスのみに限らず,あらゆ

るスポ-ツについて云われることだが,四年間地政のみに

過しては,人間佃屑になってしまうO何か趣味を一つ作り

給え｡

医薬農薬試薬

小泉薬 品株 式会 社
仙台市長町字北FUJ54番地

侶諮【3)2434･【3)2395

支括 大 町 小 泉 薬 局

大町五丁目13 招請(a)2171
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阿 波 ～ー-
｢胴る阿呆に見る阿呆,同じ阿呆なら鮒らにゃそんそ

ん｣旧盆の三日樹,植馴ま全く阿波師l)の渦に巻き込まれ

るO糾汲飼りは,駁近では会社の宜伝や,偶光宜伝の謁大

部プロ化され又,ショウ化されてきたが,以釦は全く阿波

人のための式朴な,レクレ-ションをかねたものであ っ

たO即ち-町内から一つの脈り芋の迎を作って,老人も芋

肌も男も女も全てが街から街へと陥って行った ものであ

ち.そもそも阿汝胴りの起蜘ま,盟臣秀吉のfiiで有名な蜂

須賀小六の孫の師額公望&紬.1,碑偽の地に城を築いた時,

その落成を祝って細った町民速が,祝い酒に酔い浮れて城

下へと配り出L,その後もその日には効辞し訂紬ミ許されそれ

がいつの同仁か盆断りと結びついたものらしい｡従･'てこ

のrpJ淡弼りは,鮮血の盆踊りとは辿っていて普通の金網り

ほ手の動きに韮点が位かれているのに対し,阿波締りは足

の捌きというよりも身体全休の動きに延点がfEiかれている

のである｡それに,三味線 ･笹 .鉦 ･太鼓から小鼓まで入

-7たにぎやかな軸や ｢ヨシコの郡｣という軸収や,投初に

述べた'ri柴や ｢ヒョウタンはかりが浮くものか,私の心も

浮いてきた,アー1h･エライヤツチ1･ エライヤ.ll-111･

ヨイ ヨイ ヨイ ヨイ｣という様な倉の手が入り,それ

につれて老若男女が何の規則もTJ:LrL,手振り尼振り荊る

のである｡このように荊7)万に_全然規則がなく溢れでも踊

れるような肝i)なんて,他VL一環を見ないんじゃないかと愚

ラ.又'戯近では少なくなったが,スケ笠や相の透きとお

る花笠をかぶった良家の娘さんや花街の女運が,閉りを伴

なあない ｢紀し｣と呼ばれて,三味紬を引きながら街を流

して歩くのもある｡この時には,女の人は全く巽しく見え

るOそもそも阿波の女は ｢誠肢(杏Jrl県)卿こ阿波女｣とい

われる如く,美人の多いので有名であるOこの阿波が糞人

の産地である起軌こついては摺祝あるが,南北場末)伽 らゝ

室町時代の終F)蜜で括弧した細川一族及びその家臣の三好

氏が阿波を交配し,それらが京都と徳島にこっの屋形を持

っていて,その時京都から多くの京襲人が流れ込んで来た

という瀧が有力である｡ (でもこれもあまり信用できTJ:い

が)その実人達が阿波弼りの時には ｢夜目I過日,傘の円｣

の中のカサをかぶっているのだから,より染しく見えるの

は当然の誠であるOかくて旧盆の三日間は,見てても心が

浮き浮きするほど街中が浮かれるのであるO

阿波飼り以外の何奴の名物としてほ,鵬門の前 やPlJ波

藍,静哲郎用の木鵬等がある｡鳴門の渦に関して､ら上-'と

祝明しておくと,Wl戸内海から太平洋へのiLl口に,ちよう

と淡路弘があって急に挟ばれている為に,租の珊引の嶋溶

岩が故しくなり,硯を巻き起すのである｡大きいの忙なる

と2,30メートルもの渦が出来,小村なんかが時としては

吸い込まれる封があるC,

福 島 英 明

)(ふるさと)(
r淳ij一同伊豆とか't一詳定の伊豆とかいわれて,とに角伊豆の冬

の軽いことは一般に知られているO初冬の頃はいで沿盤か

な伊豆の国は亦味斑の伊豆とも富える位出物は塩田にあ

るB兜ずみかんの莱味に職場しようと憩えば,瀞こBflまれ

ている伊豆のことゆえ到る所で喰ぺられるが,とりわけ熱

桁の先の多斑 ･宇佐英などのみかん山を眺めながら伊取に

入れは,ここは背からのみかんところとして有名で,郊/Jt

にはm:金のi11がt'こにも見られるOここから弼恥梓をたど

ると氏部にも訊われている本場の鮎川や片肺の温泉地から

昨今は弧鼠も出ている租油で知られた箱取あた りへかけ

ての本城が控えている.碇汀政から三十分もJl'スに乗れば,

又温故とみかんの河緋iLu%鼠邸で,谷排,畔の氾鼠町では封

煙りと肘こ11ヨキナョキと鉄の潜がきこえて,みかんの本

位から範を背にしたねえさんかぶりの乙女速の張も見受け

られるO河砕温滋新旭lら下田雀では部法されたドライ.Jj'･

ウェイで,下田から更に三十分の′くス妹でのんぴF)した伊

豆の中でも巽に暖かく,冬の書中でも霜さえなかなか見ら

れない下田瑞の温位がある｡コ-スを伊豆の西海榊ことれ

ば,土肥温泉なども附の周辺はみかん山が多く,ここに特

発すべきはこの辺りはネ-プルのうまい所であって,土肥

のネー7ルといえは壬郎こ匂1られている名直近である｡ここで

､～､.伊 豆

ちょっと天城平こふれよう｡三品･矧哨･障笹寺とパスで過

ぎ沿ケrlBで降りて渉くころは,川甥拡ほ俄の伊豆の醐子が思

い出されて,-イカーの旅僧なさそうに十分なあたりの眺

めである｡浄蓮の陀l榔丘ではわさびの鵜埠がよく目につき

伊豆の情緒が昧えるoこれよF)天城峠にさしかかるD八丁

ケ旭はキ1･ン1に絶好である｡いろいろな鴇の噸き芦をき

きながら,木立の中のi且を登ると天城迎山の尾根にIEitて視

界がPP'触E招けるO行事にはもう大きな木はなくなり一両の

お花籾であるD｢はるか桐の見放せる天城姐i]の尾舵のお

花畑の申｣｢箱根路を挽越えくれは伊豆の稲や沖の小掛こ

故の寄る見ゆ｣ふとこの敵を思い出して賎分将に爽快とい

ゥたところであるO約万は緑にかすんだ山が地び,仰げば

唯一面褐色である｡仰りほプ3-三郎岳Jj二郎岳を過ぎて兜細

枠の熟川に出るのがよいD数々のロマンを天城は/jfんだが

昨年芯の耶件はまたしばらくの臥 折れる人々のaq=週に上

ることであろう｡72非呈とから宙獄の堆笹を満の杜方に見る静
さしよう

浦や三浦の浜辺を逸って近くの木地などもおいしいみかん

の薙地である｡伊豆の温和な宵針鼠をうけて育つみかんが一

滴郎こ多いことはその地勢からいっても当然のことである｡

伊豆は見るより味う所であり,知れは忘れることの出発

ない仙境である｡ 中 村 笹次郎
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印 象 ｡断 片-EXTRACTED

◇竹 の 子◇ 柳 瀬 良 文

柁達は調はは各々可能性をもった竹の子だ｡その可能性

をいかにのはしでいくかは,各々の讃任であるO長いのや
想いの,太いのや細いの,いろんなのがあるが,どれも皆

可能性ある竹の子だOしっかりと根をは-'て韮分をとI),

大願のめく･みを受けて人の役に立つような実をならそうで

はないか｡

◇感 論◇ 高 石 勝 夫

元来俳句は ｢いろは｣から任意の十七佃を取り出して妓

べた噸列の一つにすぎないそうですD芭m,子規等ほ伶大

な数学者でした.そして東北大の教授も1また位大な数学者

です｡というのは十七個のFFlから任意の一個を取り出せた

からです｡

◇結 ,7歳◇ 中 居 建 介

-弼二期と立て跳けに二人の恋人に肘鉄を血い,顔色を

/RCして欽思して居た時,ワラをも掴みたい気拝で受験 し

た｡ワラを潤んで助かった締まr軌 ､たTlはこないから,掴ん

だのは淫が非でも浮袋でなければならない｡

◇すべりこみ◇ 村 田 正 弘

間にあわぬと思っていたんさ｡ところが汽恥ま止ってい

たんだOあわてて飛び乗ったんだO行先がち 上つと不安

だ｡-時間後に出る急行の万が早いんじi'ないか｡ベルは

鳴っている｡乗り換えるんなら今だOだがもう動いてるん

だ｡

◇ ◇ 宝 田 克 男

柄銭になれは,金持も乞允も鶏紬ミ必変だO諮乱/ 安い

鶏等を作ってくれD誰にでも円える糸をO

(.てカヤロ./ 自分でやれ｡)

◇ ◇ 野 尻 務

添わ洲-ルビン市の生れO罪因主我,共越生並,そして民

主主義の救群を受け,その欠rIlaを静概して来た｡この三つ
を詰問合すればどんなものができるだろうかO

◇ 砂 ◇ 水 柿 過 渡

鵠琶学科で勉始している我等四十人の内,北かtit界に名を

あげる&-もあるかもしれない.と一寸考えてみた｡ガンや

-ゲの跡腿を別製してノーベル'斑でも受ける者が屠ないと

は断雷できないo大きな夢と希柴を抱いて,大いに頑張ろ

うではないか｡

◇ ◇ 武 田 元

先日友人の家に遊びに行った折,U箔が旅行のことになり

L-(.lL･

同塵してた彼の姉に案円図をもらったO懲らくして界をか

もうとした時-ンカナを忘れてるのに銭付き ｢背に股は｣

と思って先の地図で済思した処,話が戻って ｢さっきの図

-寸見せて｣といわれた時は大変関った｡紳士たるべき紫

ほんの油断もするものではないと思った｡

◇ ◇ 福 島 英 明

俺はなんで生きているのだろうO百万分の-の確率もな

い英雄になるTjiを望んでか｡ない才能を過指して仰大な科

学者になれると信じてかo空中楼閣の様な率福を追い拭け
る為かOそれとも,生れてきた惰性で/生き就け てい るの

かOええいそんなTlを酒でも飲んで忘れてしまえ.

◇六 十 字◇ 増 EEl 賓

六十字,何を;!に うか｡六十字は短いようだ｡倍はどん

なことをi恥 ､たのかな0枚二十八手あるなOよし｡箱司は

寿司の味だけ. //未完成〟は音の醗れか｡花の番は輿牝を
魅するだけO /′モナリザ〟は絵貝の独りⅢねO呪え'悩め'

蹴プ陀せ,倒せ･ク lLiF3熱のない沼容を･ク あっと,六十字は

俊に過ぎたな｡六十字は短いなO

◇自分に欠けるもの◇ 林 春 江

挫fE作の如き-その頃過に処しそのL=ずるところを行う

に稚する精神であるO

◇110頚◇ 近 由寒子

〝三つ四つ二つなど,ならび居たるさ-あほれfJ:r)〝あ

る日のX〉くの授菜取払 新設黙学科の第-年目もかくのなrT

く平穏知吋iであ-'ては,110苛 のHzIるマグはさらにないO
◇執 氾◇ 久 保 守 正

夜,空を見たO塁が沢山あったOそのFflの一つが先に入

った.その屋の人となりたかった.秘密にFlPL迫を引辞して

その昼に伺った｡しかし途中で机辺をそれたIliを知ったO

そこではTj有引力の法則が少しの誤差を生じるがを考えに

入れなかった鵜だ｡しかしここまで米た以上,あの何かと

うるさい地蹄こ反るのもバ{=らしいoそこで決心した｡肌

性の法則にまかせて,宇宙の架まで行こうとo

r ◇田 沢分 校◇ 京 田 守 弘

明るい空き地の芝とクローバーのT,:番の中に矧 転んで海を

眺める｡と諮すと,諾笹でも日本一系聯い ､環境の大学を悠

伶してくれる｡

◇楢 払◇ 日 塔 憤

偶の庖味なとまで,制約は,ぼんやりしたoLかもやり
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きれない圧迫感を大きくする｡そんな時,いっさいを忘れ

氏,感鮎の微鴎もない放浪にあこがれる｡だがそれがすで

に現実逃避の感鮎かも知れない｡

◇できないとしない◇ 草 野 源次郎

厄介放恋愛せじと決めていたが,できないのが,本音だっ

たoJJ柑甘条件はともかく,将の恐怖,小心,意地張りな自

我等,知ら意識紗こ捌く反作用によってできないのであるo

何によらずできないからしないの墳地に遥することだQ

◇ Ⅰ ◇ 小 野 寺 威

人間は誰でも宿命的なものであるO如何に努力を払って

ち,その宿命の粒から抜けだすことは出来ないO間組はた

だその宿命の中で如何に有利にEl介をWw?ゝすかである｡

Ⅰ【

二人の人間は決して完全に一致することはないO従って

Ei'r)以外の人間を独占できない｡石,自分さえも独占でき

ない｡知磁 訊はこう叫んでいるO

◇折にふれて◇ 中 村 響次郎

何を与えるかほ人間の問題ではないo現在の自分に深せ

られたものを忠実に行って白骨の田かれたiEIでそれを発見

し,実現しよう｡鵜究与えられたる物を人生の終掛こ選び

行く可き拭糾ほ苦労と実現の-tt;.において総ての個人が皆

同一の運命を担っているのではなかろうか.

◇ ◇ 渡 辺 椅 子

誰にだってti,WJ:ことがあるはず,どうしても.LLJ.来ないこ

とがあるはずだと思います｡それが私にとっては文を綴る

ことなのですO蟹-'はな97iの持主の盗れさでし上うO

◇不慰誠に憩うこと◇ 長 浜 昇

11R々 ほ物Tiiを主祝的に実fAiするが,櫨低の上では,自己

を客観的に見る｡例えは,君が点り巨をしている城南を姐像
して見終え｡そこには,懲白身が堂均して潜まを虫ぺている

湖面ができるだろうO即ち客観的に自分を見ているわけで

あるoT荘映画の一場面のようにO我々は主観的な腰椎の

湖面を作ることは出来ないものか?

◇川米ないことをすること◇ 荒 川 陸

和佐の韮こそあるが,誰でも州釆ないことを多くもって

いると思う｡だがili来るように努力する人としない人との

f棚こ人制的去只が/JiずるのだO壬先々 はあらゆる点で可能性

を多く搾った人l和であるのだ｡一つの榊界に満足せずより

多くのLtt界をのぞこうではないか｡

◇もF呈柏 的に◇ 竹 内 芳 成

｢大も,歩けは料こ､11る｣と云うがも'i柾と消防の差はその

まま西洋と結滞 の歪であると思うOそれは個人についても

同様で消極的な人で大をなした人は少いようだO◇ ◇ 柴 田 徹 -

｢白己を知れ｣などという企Eijはまったく磁な句だ｡白

/jiの能力限界を知れはとこまで可能性があるか等という炎

しみや努力する忠志が削られてしまう｡そんな人rBlは脚勿

晶にすぎないもぬけのからだo自分の死ぬ時間がわかって

いたらまったくその人跡よみじめだ｡自分が何時死ぬかわ

からぬところに侮日の生活の如しみがあるのだ｡

◇ ◇ 水 野 左 敏

瀞かな太平洋の出ただ中に一人泳いでいたD太掛まJj主務

に輝いて水平線の向うに沈もうとしており太平洋の海を紅

く決めていた｡何か死にたい文辞こなった｡ここでなら死ん

でもよいと思った.◇l ◇ 引 地 学

聡明で,分別あり,JjZ己が利いて,松田まで,強く文夫で,
哲学,文学,芸術,科学何んでも迫じ,敏速で,上品で,

‥ンサムで,社交的でその上忍耐披く,正徳で,勤勉で,

脚 こもろい.政を知らない人になりたい.ま先々 日本人はO

Ⅱ

人間はどの道を選んでも綾愉土偶に排うものだo

◇ Money ◇ 後 藤 正 毛

孜々の生活行動を卿まくするのほ金のように思うo金ゆ

えに学校と下楢の往鮎をテクリ,大酒を允うなとは桃源の

桃を血いたいと思うに等しい｡地位,身分,名馨と金との

関係は球技な既係があるようだ｡金が地位,身分,名巻を

生み出すのか地位身分名番が金を作るのか,どちらである

か知らないが,あるいは地位,身分,名巻にあこがれるF.LTi

累金ができるのかもしれない｡小姓は定企Aを食うことの

出来るような金を得ることができれば,この上ない率であ

る｡このようなことをかくことはくだらないことであるが'

小Ll二の金に対するほのかなレジスタンスであると思っても

らいf二い｡

◇ ◇ 早 :坂 鉄太郎

鶏琶学Oこれは今日数え切れない程沢山ある職柾或いは学

閥の分野に放てどんな存在泣義を有しているであろうかO

このTliを-FLll認識しておくことも如駄ではない｡苗必要な
のではないだろうかoこの点について機会があったら詣籍先

it三方に苅∈談的にでも伺いたいと思っている.

◇雑 談◇ 井 原 智 司

伯は何しに仙台へ来たのだろう｡班ながらこう考えた｡

勉強しをこ,いや,勉強したいから,はるはるこのみちのく

までやって来たのだろうか?いや決してそうじ ゃない｡

ぞれなら何のためだ｡又考えてみた｡イ御まちょっとbT=行で

もするつもりで門琳こ乗って入学溺故を受けに来た｡ヨ三だ

にその究持が抜けないO旅行,たしかに人生旅柑こ迎いな

いO旅行は炎しい,愉まこれで消足だ.澄あ四,33:村山台

でゆっくり迩ぶことにしよう｡遊びながら人として/生きる

べき血でも考えてみよう｡

etc
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十七音の戯れ

畳 屋 丁兵衛

四十人はげたアリ.1'バ先頭に

何んと全問からはせ参じた逃族共の多かったこ

と.我も又逃場の一人なるかO｢開けゴマ｣0

ここに何か研い ,現地が閃かれる様TJ:気 もす
る｡

パス描れて既が自然に消化する

朋餌を良い, パスに来れば田のお1B.lu7かこならな

いで,いやそれ以上に程良い消化作用があると

云うo｢恋路のため捕れますから繊注意頗いま
-1E,i

由って寝てソフト･ポー)Lの払学科

｢俺は迎う｣という人がいたら究ItL｡咋淀の作｡

袋休み以洲はどうも腰が満ち付かずフラフラ･Ts:

時期を過したものだ1,たO

ああでもないこうでもないで一時間

｢-時限｣としたいところだが,ここでは出来

ない｡ともかくも矢数を切断してスープにして

出うと旨いそうである. (ス-1;sup･上限の

こと｡)

録音機以上の精FB:名調子

/j三物の0数段の訊溢たるや正にテ-プレコーF'

-以上である｡その眠るが如き名調子を開いて

いるとこっちまでついつり込まれて･.- ,o

講義中寝ているF端鹿に位ない哨魔

人項料を払ってまで寝ているのが00なら,起

きて聞いているつもりなのも00ではたかろう

かということ.｢同じ偶成なら王政なきゃソンソ
ン｣なんてのはいけません｡

独過熱 J'.,｢ゲル11｣｢メツナェン｣まずA'え

あと｢トリンケン｣を覚えれば十分という低能

捉i)ですOそれにしても国速か何処かで ｢日本

語以夕日ま包袋として認めない｣なんていう決韻

がiLtiないものですかね-外国矧まどうも苦手だ

という男の空は｡

⊂走り轟きコ 林 容 江

一四月の思い出一

･-上旬-

願打を取りに三番臥 枚定料振受領日番号三O受鹸番弓･

九,さんざん苦しんで入るとは誰かのあl)がたきこじつけ

だったが- - ｡

-中旬-
r!

受駄節二日目の帰路｡欲梓JIスOある人日く｢明Jjもこ

の調子でfj=けは大丈夫｣大きい声だった｡そして ｢時間中

搭笛の近古を測っていた｣とC周りの人は如何にr踊いた

か｡催かにすごい笛雨Oだが,ちらと眺めただけで貼札9

なる机に向J'ていた私,まして明即こ即ヨなき私だったo

その調子で行ったろう人-■Sさんであるb安臥 Sさん,

カ三ナリーものすごいものはかりO

川下旬･-

入校式oおだやかな空だった｡秋倖バス｡H先王i三一かつ

て教えをいただいたのだったが･･.0S,K,H各二人づつ

一同じ式に出るとは知らずじろじろ見たから大部印象鮮や

かなものだ｡ポロ′<ス喪中50分は脱酸だO西多望で下恥

バスは正門自【憎で｡H先蛇下郎｡八解散室｡入り際でにや

りとしたTさん｡鼓色のコ-トを潜て私の前に座って居た

Kさんoお母さんと来たWさんOお姉さんと架たMさんO

下駄で来てはだしになったKさんo堂々と;好評を拭いに山

たでか1,.Sさん｡あとは一切誰がどこでどうしていたか皆

目思い出せぬO簡いささか緊張して居たと光えているがo
H先生の出現,はては良時日別こわたる縄,このl臥 バスで

の一秒の所作-おじぎーの省伯を悔いたO以箆は勿論股敬

礼｡しばらくして二三人が時を抑こして闘うた-H先JEを

私の父ではないか-と｡

これらかそけき四月の思い出である｡

Eii- Eii-

(強 ガ ) 穀針 葉 姐 ･防 臭剤､ーヽ一･･′
姐を撲滅することは

硝化沿系伝出府を少くする貿吉113-.ノ

(包迫-･200kg･181唱･500g･220g)

酔 ヒ省指定消拓雑

書 メ ソ ゾ ー ル
三丸製薬 合資 会社

仙 台 市 沢 三 FiT'丁
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思うことなど
茸野源次長S

中学三年の二月,二回目の手術を受けて入院していた時

のことだO隣のベットの人が ｢あなたは都会育ちですか｣

と問うてきた｡｢はいそうです｣と供は答えたDLかしそ
れは全くの嘘で,-少も村から出たことのない放村育ちだ

った｡その時から本当のことをいえはよかったという考え

と,あの答え過り都会育ちであれはよかJ'たという考えで

悩み純けたoそして銭数の子という境遇に甜恋を感ずるよ

うになった｡そんなある日,前校二年の匹だったと思う｡

｢少印刷｣を読んでいると,百姓がいかに怠慾で,人間味

がないかをいっている一文に接した｡位は強い反感を抱い

た.｢畠態でtiF摘1らずの人は,どんな潮第の人にもいるん
じゃないかD百姓にその柾の人が多いとしても,百姓全体

を丘慾で,JIFFi知らずと決めつけたようないい方をするとは

軽率ではないか｣と繰返し態Ei概したOその後,伐の道糸も

変り,主に体の弱いことから進学することになったD餌京

にfEhて,受払/生宿を送った｡その間,都会炎のする白骨に

はしては,何か罪を犯しているような端持になったO学生

や油密主IH許,社会主並者が ｢拭衆のた噺こ働く｣とか
｢出民を将堵する｣とかいうのを聞くと,｢彼等は民衆を
知っているのか｡出民を変しているのか｡か1て軍人が天

地埋下のためといって,天白を利用し天皇のためにならな

いことはかりしたと同様に紋等もまた民衆のため,斑民の

ためと甘富で眠らせ,良/Il遇の懲盟をflTl足させるのではな

いか｣と疑った｡ I)ックを脚こ掛け,タバコをくわいて,

アロ-韻で抗等の村の紐テ剤犬現を調むに来た大学tiIに接し

てほ,｢官位学生め,それじ T,お上のお調べじT･ないかO
社会主義とか共･超主義とか新しい!jlは知っているO然し官

位根性から解放されていないじT,ないかlと圧感を持った｡

私達はある人から,何か強い印象を受けると,それをも

って,その人の全人間を判断しがちだ0人間がそんな.に蝉

純であり得ようかD恋人にも良心があり,拓人にもやさし

い心があるというのが人間の特徴IL T･なかろうか｡良い点

が多くある人とか,誼地想な両よりやさしい面を多く持っ
ている人という邪はいえようが,全くの想人とはいえない

と患う｡いわんや,ある首姓からひどい仕打を受けたから

といって,百姓全体を氏慾で人間味がないと評価するのは,

軽率だろうo同位に,調宜に来た大学生の7旗艦;が少 々倣

髄に見えたからといって,富鮫根性の塊の如く判断したの

も間追いだし,一人の学生に接して,全部の学生が昏倒安

佐から解放されていないように考えてしまうのも,全く擬

革だ｡また私達は,自分の円にある人間性の好ましくない

面に瑞付くと,罪の超絶を持ちがもだし,他人にそれを見

ると雌雄しがちだo例えは自分の円に戸主七的なものを発見す
ると罪深い人間のように感じ不牢になるのである｡勃諦そ

れ等は無条件に,r-2認されるべきではないが,比大にとF)あ

っかわれてよいのではなかろうかO環境に都会育ちがよい

と数えられていた班が,百姓育ちの境遇を嫌ったのも,人

間性に率直に/Lきたといえる と思5D故で供が-生態命

故郷を愛そうとし,都会処のする白骨を欝成したが,そこ

から一陣何を得ただろうかD白竹の円にこもF),宿命論音

になり扱い空†lZJtLか持たfi:か-'たのだ｡

結同,掛 よこんlJ:ふうに考えるO強い印敬を受けた人を

評するときは,しばらく冷却1榔IJをTm ･てからにしようO

自I/lの円に入院性の忌わしい両を発見したら,あjEr)大げ

さに考えず,馳 こもあるんだと考えようQ他人にその種の

ものを鼠たら,白骨にもあることを白光しようO

l

木剤は世界:敬神の新型パス剤で 小児結核の

パスにJ:る完全治療 と､ 掛 寅の長期治療を f世 界 九 カ国 特 許 出願 中
可能にす ると共に 次の如 き特徴を発抑す る

○願粒は苦味が殆んどなく､非博にのみ易く,
水剤用は甘く乳幼児に好適

〇四胴阿智が殆んどなく､長期服用が可能

○有効血中軽度はパスカルシウムより更に長時

間持統し.治殻は一段と効果的

○かレシサムの効果,Lを同時に発揮する

ア ル ≡ ノ

豊 も汐魔 魔 ヵルシウム

⊂包袋コ 贋粒 ･水剤用

大阪市道修町 田 辺 製 尭 株 式 会 社 支店 簡素･福岡
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□ □ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ 十 和 田 印象 記 二 篇 ロ コ コ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

｢皆様大変お疲れ様でございましたOここが八荷峠とい

われ十和田組の入口でございますD叉軸を一望のもとに見

渡せる展望台の一つですQ｣とガイド旭は十和fEf'抑こきし

かかったTLfを知らせてくれたO九十九曲りというジグザグ

な掘出を下i),左手に純を見ながら,しばらくして節一体

恐喝の休屋という所に割前｡道中我々を魅了した秋m美人

のバスガイドともお別れだ｡

日脚こほ閑々と水をたたえた湖が拭たわっているではな

いか,ぱくは畔を目ぎして兜磁 孤のうちに突進していた｡

しはし畔に止ってその窮のようになめらかな水面を残を忘

れてじっと見つめていたOなんと雄大な姿なんだろうD煙

と倣音の中で育った段には想像もつかなかった大自然だo

トホトポと叉楼椋の方-向って歩いていたOここは遊qj岩船

の若(･く所であるからかなり深いOぱくは視線をばおっとか

すんだ封印から徐々にずらし足下に来た時おもわず｢お ｣ゝ

という約班と恐flbJの告訴をもらして-ill-Ll)ぞいたDとい

うのは淡緑の水があまf)にも透きとおっていて,小さな砂

利までがはっきr)と見え,じ･)と見つめていると引込まれ

るようになったからだ｡

ここには ｢湖畔の乙女｣と称され十和rTl純の敬故と云わ

れている1'Lfal村光太郎先生の ｢韻lAl,.手性｣が糊の畔にrllLって

いる｡この像は群銅の二休からなっており,二人の諸賢さにあ

ふれた悩み多き乙lnlの毅をあらわしているように患えるD

戊一桁光線の当って!よILぴかりに光っているロrンの彫刻を怒

わせる筋肉の盛r)上りを見ていると,力動にあふれ,人格]

のようなFj=.きFJiきとした感じを与える｡この助と静のよく

調和した姿を見ていると伺帖しか時のたつのも忘れてしま

う郡だ-7た｡この像について佐胎葺きJf先J_L=_の作詞した敬を

あげてみよう｡

｢紺畔の乙L:R'｣ l花か紅粥か 水も枯らか

あわれいみじき 拙畔の乙TRA

二人向かいて 何をか語る

減塩伽にのりyJLLの人とfJ:る.今壇でと逆にirJLLから陸
地を妃るのも父格別だo軌 忠初31群雄の季節であ1たC次

から次へとあらIhれては消えてゆく封印の把-Eと.その甜一

色を砦故に光の払出により変化する訂朋JJくの与三fい塗色のよう

な遊脚な実現の見'li'Lらない色-日陰のtrす思い,ぷきみな

也,i.Ulの狙った後に+1'Lつビ-JL'の泡のような如快な白い泡

-はここをlUjJLたか以タtはよくまっからないだろうOこのi1.TJj

の拘敗は,水面の尚書が一定'FJ:73は,透明度が大きい邪と
封律の緑にあまり変化がないTjiだそうだ｡

小野小田Iの系統を引くと思われるような7Tイド嬢のノド

から流れILii引･ilいメロデーが封印からこだましてくる｡窮

朴な人糊の藁だ｡鮎は音もなくすぺ･7ていく｡

桃山で一泊とのことだったが,茄という7tLi鼠まで歩くこ

とにしたのだOもう大悦が西の山々に近ずいて,体中は汗

でびっしょりだO心もいらだたしく,快かった肩の荷さえ

ち,もう空く不快に感じる｡だらだらの単調な頻iEIは行け

とも行けとも苛々とした穀の中に就いているo私達はその

騨邦書に飽きた｡然し歩かねばならないのだO機械のよう

に尼が新にrti;1るC温泉の魅力が我々の心をかきたてた.臥

は自分が独 り風呂に入っているのを想像しながら悦に入っ

ている.故国か角を曲-'たがその鑑に温良を弼持した.と

窮然目の前がひらけ出した｡今まで気付かなかった空が背

い鵜にコントラストして糞しい｡向うにほ雪国柁有の大き

くがっちりした家が目についた0

人なつっこくて一人一人が大変美しく見える女の子がい

る｡修学旅行の初校JJiに迎いfJ:いOこんな山野豊では予想も

しなかった｡耗々ほ大学に入りたてでコチコチしていた｡

それで一個固くなって ｢とこから来たのか｣とか ｢荷物を

ち-,てやろう｣とか貰うのにろくに退Tifもせず,ほうほう

のていでキャンプ桜に入る｡

太托馴ま沈みかかってあたr)はもう盲捌凱 ､.キ1-ン71捌£

抑こ而してその),確りを大きな槻木が励んでいる｡向う側に

大きなテン1･が張られ,その柵では火をとんとんもして,

男女の高校姓が敬う合唱が聞えてくるOその秋声がだ孟りの

静寂をつき扱いてしんとした瀬の中にしみ迫って行った｡

郷のrITr叔さは告うに及ばない｡耽々も早速テントをはり,

允TJIの用恋に取r)かかる｡今晩はカレ-ライスだO

虫+JSも緯ll,混射瓜Rにも入って架たし,あとは控るは

か[)という時,私は-入超きて州こ川て施る｡空には知Ey(

の晶が印き,葺勤ま鼠明l)ではおっと見えるO私はこのriTtか

な絶大の境地に萱違っているのだo大自然がこれ程まで私の

心をとらえ,このようfj:神秘のflt界に巡れて来ようとは,

私は今までにこんな経験はしたことがなかったo昼の疲労

も忘れてしまったOこれが旅でたくて何で昧えようぞ｡組

百年の皆の西行法師だって,またrEm{;だって,この神柑な
先指が好きで方'i抱愛したのだろう｡そう店いながら私は糊

のほとりにたたずんでいたo紬が私のA=い魂を呼んでいる

3:うだO

大自然の的にはおのれの小さきを知F),恥じ入るD俺か

Yに私は大自然の神相にとりつかれている｡私の頭の中は批

ってしまいそうだO

ああもう二T71とあの雄踏の苛に肘りたくfJ:い.放里を退

くはなれてこの恐しい和の静けさの中にひたっていたいの

に｡

もうあたI)のテントからの誠]-lil-も悶えず,瑚く星空の下

に,絢は静娘しき1てたんたんと水をたたえていた｡

中 野 車 扱≠ 山 I- ～･小 爪 ._ I,～ ′W 仙 〆 W ･q.U,"･･..,,P Lu,′一･･㌦ ･叫.," qw 〝.･u 〆W W ･仙〟′引 地 撃
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｢石浜の良と飲みかしうまし漕,天の実録と伝へ来しも

のを｣誰が詠んだ敬か知らないが兎に角一番多く酒を飲む

閏はと冨えは,/m論フランスである｡これは世界でも桁は

ずれで一人当り年消班袋は一斗四升九合,それに続いてイ

タ1)-の五升九合,米国三升三合,英国二刑五合,さて日本

と貰えはわずか八台二勺にすぎない｡この中でいずれの国

が一番文明が進んでいるか知らないが,とにかく酒は文明

の結果であり決して原因ではないEjiは誤りない即実であろ

うOわが国で酒と雷うと怒姫邦訳とか神可‡仏郊とかお椀や

ドンチ11ン騒ぎなどとかく何か宛鞘な切合と関係してのみ

考え,滴を飲むことを何となく脱俗的なものとして考え

る｡アイヌ語で酒のことは,カムイワッカ (神の水)と貰

うし,フランス語ではプランデ-のことを ｢生命の水｣と

笛うOいかにも人間くさくて考え方の相速が面白いではな

いか.さて日本古来の酒,日本槽についてLBえは同じ封とで

辿った滑でも中国の｢老酒｣は髄味も押しも十分で芳醇な白

ブドウ酒に似た堂々たる腿.格を具え,任を凝てますます酢

化するから古いものほとよい｡それに引きかえ日本酒は野

糾ま/&く他のELT界のいずれの圏の酒も古いほと晶質が良く

なるのが並則であるのに日本帝に限って一年きりであるO

それも冬に迫り掛こ出来上っても夏恥まいわゆる ｢新酒｣

へ ･ー ( ー ( ) ( - ( ) ( ､ 趣

小 野 寺 威

小さい頃,父が友人と碁盤に向いあっているのを,よく

餅で見ていた｡彼等の終ったあと,一緒に見ていた兄と,

｢囲めばとれる｣の原理しか持たぬあやしい魂按を興 じ

た｡その内に父が数えてくれるようになJ'たが,17日も-

ンディキt,ツプを糾ってもぬけるという不思誌さは,段々

i'1ける口惜しさに変ってい-p'たD負けた後は盤上にみにく

く並んだ石を,両手でかきまぜるのが館だったoある助な

ど,ついにたまりかねた父が,供を外に追い出した｡Fj惜

しさは独さを呼ぶようか言なった.父とも題目,八目,と放

くなり,三年環でタイに持込んだ｡それといって糾政の少

い環境だっただ桝こ,囲掛こは思う存分Iii坤になれたO天

井のふしあたは敵石に見え,教科'LIFの文字は,白,ftqtの錨瀕

を想像させた｡勉強駁中に途方もない方向に考えがそれ

て,総額も偶成にならなかった｡相手としては見違三人が

丁鑑良かったが,彼等より伐の方が先にのぴたらしい｡彼ら

はよく僕にやっつけられて佼放したofFiも冷静だった次兄

さえ,｢まった｣をはねつけられて,散 敗々北して供をし
たたかなく･った｡不恩領にも伐は平安在としていた｡反対に

供が扱けると,碁盤の石をごった返して,果てはひっくり

かえして,石をふみつけた｡耽々の麟伽よその迎枕だ っ

たOそして典に ｢だれがお酌とやるものか｣というO然し

の宿曜が強く良くないD土用を過ぎて新秋九月,いわゆる

｢冷おろし｣の時期の味が段も良く,啓から翌年になると

すでに ｢古酒｣の香味が強く出すぎてうまくない｡この様

に熟成に韮きを田かないために味の喰い切りが怒く,甘味

一万に傾き殆んと砂粗水の様になってしまっている｡然も

その品田たるやいたってヴ7･ラエティーにとはしく全国と
この酒でも個性を忘れてすべて一色の風味となり辛口目口

と貰ってもその差は紙一詔にすぎない｡やはりよほど咽好

に自由性がないか,或いは統制好みな国民性といわれるか

もしれないO禅家に繁鰭茶飯TLをという電梁があるが,外周
の迎中に習わせれは家博満飯Tliと貰うほと飲酒は虫郡と同

桜に当り軌のことであるのに,日本酒の将及しないのはア
ルコ-ル台蕊の苅すぎることにもよると思うOビ-ルほ2

-4%,ブドウ酒7･-14%｡それに校ペると 16-15%に税

法できめられてし怒っているので下げられないo仮に出来

ても味が淡白であるた桝こ風味が.31対わなくなって飲めな

いOいわばアルコ-ルの味だけで持.'ている様なものであ

るo又この強アルコ-ル性は婦人をこrfr71かないことであるO

婦人に酌をさせ男子のみが良い兜指になるという様な日本

の家妙こ於ける封蝕牡は実に日本酒の楢命的なものである

と習えるのではなかろうかク
酒 井 格 一

咲 ) - ) ( ) /へ ー ( - ( 一

次の日は,碁盤をこいつとはなしににじり寄ってくる拭 だ々

ったが ･D受欧州は巻やめるぺしの哲をTLてた｡それ以紀

二時,飽点まじりの空白がつづいたが,その斑点のお位か

あまり脱は下らないらしいO入学以来,旧味はしゃぶりつ

くしたし,誰紋となく,ひま有るごとに対抗して来てい

るO恐らく供に関する限り,碁にIL寿ったとき,抑こ猶約を
倒したとき樫,fB;iしいことはない｡それは恋人を約親退り

に発見した瞬間の甚‡びであるo長い間心に期していたもの

が現実となって現われ出た留びである.正に人生の殿良吋

である.反対に,牧れたときは恋人を云々. ･即ちその反
対の税祭を垂するD蹴技は普通二時rt;Jから三時間も60セン

チ平方だけを見つめつづけるのだが,その間さまざまな相

手の悠1fljが謹書石の動きとなってあらわれる.その捌きは,

人Fuそのものを示しているかの様であるO追いこむとき,

追いこ1だれるときは,恐いなしか,額-の波鱗ともなるO

然し紳士r視では妨温,殺後に皮肉な口もとのつり上がi)に

対して沈弼なたてじわとなる様だO放近だんだんこの道の

少い科学的な拙技が世に拡大されつつある｡特に;掛こ紙何

学或いは取串学的なものを発見して興味をもつ人も多いO

或いは大和技の盗取表を放牧する人もあろう｡鵜学科邦一

期生三の想像は,Iりミ所の鑑i名であろうか｡

- (18)-
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蜂 の 巣

水 柿 道 産

･

.

･Jr･･
Ĵ

都もおし迫った或る日,風呂場の脇の天井矧 こあったす

ずめ蝉の腿を取払ったDすずめ蜂というのは,体艮約3セ

ンチ,足技韓の足を少し短(したような姉だ.そして足長蹄

よりは胴が太い.足長蜂ほとの均盤のとれたスピード感は

ないとしても,その引締った碑惇な姿は見郡で,一班の恐

怖さえ感じるO脚 五六枚ほどの鉛で担われ,責躍色とji揃

色の絹紋様がついている｡さらに,胸にも脱にも同じ黄躍

色の趣く細かい毛が倖生しており,その宅地が光の中で金

色に糾 ､て蛾茶の鰯をひきたてるのな見ていると,背筋が

ぞくぞくとするO或る本に ｢刺されて一番描いのはすずめ

蜂で,土成や寺などの軒下や大木の枝に直径35蕃要もある群

をかける｡また席には土の中や石垣の間,朽木の満穴の中

などにも持主を作り,何十何百という大家族で社会生酒を営

む｣とむいてあった｡

ところで,腿の家に作られた恥 ま茶釜のような形をして

いて,一番太い所では40センチ以上もある窮僻しい代物だ

･,た｡外からはほとんど見えない桁と垂木のtalの捌 』をく

やり抜けて,かくも大きなn抱 よく作ったものだoまた,

風雨の心配のないこの場所を選んだ選択眼の良さにもいさ

さか発いたO家の附近には以前から蹄が多か-,たC供が助

かった頃には,よく糾されて泣いたものだ-'たし (もっと

もすずめ蝉にではなかったけれども),数年削隣の家の鮭木

に,やはりすずめ韓のiBが山楽たこともあった｡もしかし

たら,今度の緋は朗の磨木にいた蜂の子孫かもしれないo

この姉の配がいつ頃できたのか分らfJ:いが,証休み中に
瑞がついた時には既に完成していた｡当時は韓が威勢よく

飛びまわっていたので,とでも手がつけられなかった｡仕

方なく,授天;榊こ上ってBI･ICを描いたところ,次の日十
匹ほと死んで地面に低がっていた｡しかし依然として軒下

からLr1人する蹄の数は多かった｡EZから秋にかけて,酔こ

二 ･三回BIIICを粗布して堆くfJ:るのを待ったO僕が!Bを

とるとは苫Llたものの,1センチ足らずのBf･が恐くて隠田

している巾に態になってしまった｡腿は静かで蜂の掛 よ全

く見当らなか-'たが,戯初スコップをいれる時には今にも

飛びtlllして来るだろうとびくびくした.,ところがとうだろ

うOサグサグとまるで盟の中へスコップをたてるような恋

/jHこJ柁し､手ごたえがあるばかりで,蹄は一向に 出て こな

い｡一両に茶とElの波形の税桜のついた芸術品の主は,ち

はやそこにはいなかった｡数匹の班がほこりの中に傾くな

っていた｡ 大半のEF.Jfは子がかえるのな待って, どこかに

桝 もしてしま-'たらしい｡ おかげで作業はすこぶる擬だ

-7た｡ 屋艇板にくっついた鰭の上郡以外は取るのに何で

もなかったo馳 よ松の僻の肌のようなうろこ状なもので囲

まれていた.そのうろこの中央を城に白い絹が尭i),それ

と平行に展いすじがついている｡あたかも絵典をよくませ

ずに,じかにAi群をひいたような組だ｡それが蝕つもBrl互Eな
って招円休を作りあげていたoJjt硯はいかにも王正そうだ｡

しかし巽掛こほpi500グラムしかT3:かった｡主菜の内部は更に

乾くべきものだ･'たO白いろうで出来た平らな板が五枚は

ど出熱とSflまれてあった｡丁度,円いお魚を逆さにしたよ

うな形だ.それには鉛筆の太さ位の,蜂独将の6角形がぎ

っしりつまっていた｡その数がいくつ位か敢えてもみなか

ったが,各層ともほとんどロが限られて壁になっていた｡

この勤まある学校におく-'たO家を追われたすずめ蜂は

今頃とこかにバラックを超てて冬を越しているこ とだろ

うo今度ljlをかけるときには,迷わずに大自然の中を選ぶ

がいい ｡人目につかぬように｡

お山の杉の子

盲 瀬 和･辛

日中はまだまだ木陰が恋しい旧称20'LF-の9月であった｡

家人に教えられ京王線のJF筒井戸,当時は日大的といって

いたが,その駅抑こ行ってみたo率い自分の家は残ってい

たがやは7)駅的となるとあたり一面の焼野原,バラック'

次に放岨 そこに残された人々 はその日,いやその岡田は

Jlきぬくにも問概であった殿中に,威勢の良いのほ焼跡の

封麦田だけであった｡人々は途方に乱れ 声な出すにも疲れ

を感じたその中に,唯1人,本当に唯1人,マンドリンを

仲策に見知らぬ老人が鵬跡の土台石の上で敬を敬 ってい

た｡｢.rGマ,その昔,椎の木杯のすぐそばに,小さな軌il
があったとき,あったとさ-.O｣まわりには,附達の子Ijt

詔が大典盗っていたD数人の大人も配っていたが,何やら

紙切れを一心に見IhIiめていたO弟と家を出る鴨樺からもら

ってきた蝕Tf=かの鮫と,当嶋品不足であった紙をその我人

に手出した｡引抑こ県れた紙にはあまり上手とはいえ拍手

で71リントしてあJ'た.紙の照も今とは比べ物にならTJ:い

ものであったと思うO今の肥田ではその点明らかでない｡

この老人は本当に1]i白な髭であ[),緯触顧後とはいえ身な

りはilllj合に小ぎっはりとして,歌っている梯子にも何の暗

い経も見えなかったので,敬こそ敬っていなかったが,fit:

っている人々の職も何となく明るく見えた｡

さて,自分のもらった紙にはお山の捗の子という敵の歌

詞が掛 ･てあったが,その後この老人は,殆んと海員そこ

に来ては班J?の敬を敵い敬を印刷した紙をわずかの金'TWIで

配-,ていたD白分の音掛こ対する隈はこの時開き始めたよ

うなものである｡
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た め い

あいつらがどんなやつであろうと

そんなことはどうでもよいのだ

あいつらがどうなろうと

そんなことはなおさらとうでもよいのだ

とにかくおれはまいってしまった

いまさらどうしようもないのだ

やがてさすがの粧京も白く被われる頃になったが,例の

達人はやはり倣い跳けたが,もうあの明るさは見られず,

ポロポロの国民fEZがひとしお人,?のあわれる呼んだOマン

ドリンの弦もほや教本切れていた｡群Ll主に励まされて倣っ

ている様子であった｡終戦の蒲波は一足逸れてこの老人を

yJ'れたのであろう.もはやその時は,再在廷の槌音が昼夜を

徹して鳴り響く頃であった.その後この老人の話が-Fil新

関に満ったが,その役いつとはなく人々の言は憶から去って

しまった｡

人工相星の飛ぶ今日ではZrJ.様な人をついぞ見かけたこと

もなければ聞いた人もいない.それだけ肘の中が舷しくな

ったのか,町の敬うたいなとは商議にならぬかも知れTJ:い

だがこの老人は少くとも金のためにしたのではない,あの

況乱した社会を見波ねて始めたのだろうO;!.lj合身なりの良

いのほ焼け吏宅ったのではないかと思う｡だがやはり敗戦の

犠牲となったO当然のことであろう｡今E]の世に斯様な人

が居るだろうかOただ内分の'Lifをi倒すために血脈になって

いる料まかりである｡入学拭蚊の血fll率もその一班のあら

われではなかろうかOするとその点では韻の方が子吉Lが良

いのであったに迎いないo新関に ｢いとへい｣という.i紬ミ

あr,たOつまり｢井戸,塀｣のことであるO明治の軌,文

明開化の7;守-も村の方までようやく悶える頃,代々の家の息

子が政治に手を'rEJ.し,社会奉仕に飽き,残ったのは処分に

関る井戸と現だけであるという実えない満であったD今の

政治夢は家を研削 ~るであろうと細足してあ-,たのには全
く同感であるOでも藷の方が良いとは一概には云えないの

だO暴力団の彫り込みも,吉良の屋敷を廻ったのも同じよ

うであるoTj本はいつでも武士気符があるかもしれないO

その端照を社会の鵜に汀jいてもらいたいと思うのである｡

き

荒 川 睦

それというのも溢れに意気地がないからであるが
せめておまえを愛することが
ごく自然であることを知るがいい

瞭/生きていた おれはLJiきていた
,ir【∈限の脚こ胸を張る
ためいきは校の沼に消えて行った

初 夢
久 保 寺 正

或る大学に,非常に紬けfな教授が居た0秒ま彼の科目の

試験を受ける弓璽三をすべて,合格させなか-,た｡つまF),

次の様な自己流の規則を作っていた｡一つの閃塩をtliL,

もしその筈が正しければ,その学生を '†再試"にし,もし

悦迎っていれば,勿誇歳潜樺させた｡所が,或る日,脚 ま成

る学触こ｢おがJはどうなると思うか｣と,うっかり田関し

てしまった｡その学生は,非冊に賢FTj]であったので,｢先
生は投を粥SJ'させるだろうO｣と答えたoそこでその光fJL

は考えたOこの学!]二の僻御Li正しいのだろうかE,いや,ち

しそうなら校を再芯にしたければならない｡それでは,そ

の砕笛はL'11】速いだろうか｡いや,そうでもないoなぜなら

もLF占j迎いなら,縦を前節させなければならないが,そう

すると筏の解答は正しいことになるからだOそこで,その

先生は,仕方なくその学生仁を合格させた｡

この野から感じた事川ま,やたらに柑漕法を班えないとい

うFiiだDつまり,その学'ヒの解答の正否を決める喝合,ま

ずif_と仮定するとrl爪に到芯tした｡ここで故にIt"J追いであ

ると言いたい所だが,実はとの池i)そうはいえない｡だか

ら上の閃血で榊謬法を班うという方針ならは,まず先ILの

LLJ.し得るすべての問題の各々に対するすべての可能な附'FL1-
∀
を考え,それらの解符がすべて正しいか間近いかのいずれ

かになるというTliを.u明してからでなければ帰漕法はiiL!え

ないのだと思うO伐は今まで,符に教学の証明悶凪に,好

んでこの節‡選抜を暇超然と放ってきたカ㍉ これは,脈密に

いうと,いけなかったのだと思う｡つまり,｢･ が賊 ltr.
する75tを示せ｣というflg弧に対して,もしかすると,城{T.

でも不成托でもない何か第三のものかも知れないからだ｡
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徒 然 運 筆

明けて昨年創設になった非学科に,いわば甑開放が発行

されることになったOまあ別fTJ号だというので,くだらな

いことでもrL!FL､てみようという篤になったO元 文々はいた

って下手な万だし,宏規技術といったって,そんなものは

億プ脚こ等しいので,菅とまF)のLFJ:いことになるだろうこと

紘.抽初から承知でL汚し､てみる訳だO

何と云っても供等にとっての]羅大の魅力とい うか朋得

は,一朗fEだということではfJ:いだろうか｡この点につい

ては,溜氏は充分な白JitLを持ち希望に溢れていることだろ

うO或いは駄職して杜封こ柑るのもよし,或いは研究蚤等

に残-'てT/よ壬理を探求するのもよしだ｡歩む道は十人十色だ

からfJ:Oだが蝉に此職-の課程とか滋F71-とかと考えるi:ラ

な,軍閥宝は いうか性格というかそういった空先にしてし

まってほいないと.riiう｡穴休的な担となるとまだ腿は持

ち合わせてはいないのだが,もzl極的雄設な意見や泊凸を

持ち掘って,おLjLに述べ合い交換する為の朋が欲しいと思

うoそして軋Iヒ大学娯学科の特色を築き上げ強く̀抑uiル

て'r-1こうO全体の力でBiV)上げて行こうではないかo屈際

的発展をO

とか何とかいきまいたところで,つまるところは,允う

為には迅らfJ:けれほならないところ,というのが大学に対

する一般の姐T]-だし,矧乾そうなんだから仕末が悪いOと

ち/lAうな.JTJ:う為には仕方がないか.大学のお節方よ,何
を考えているかC総の涙の挿絵でll'房にも舶 っせにゃなら

んし,本も淡まなきゃならんしさO等守を巻き,ニコチンを

消してILをたらし込んでいる世の凡俗とあまl),'lmlない様

だてO男と-lrと,人目il-皮むけはミソグソ嫡じだときOで

も人工細尾が飛んでいる瑞のおけない時代だO科学するア

オヒョウタンも必資なのだろう｡サルよりも宅の三木多い

のが,この地球とかいうところに/J=まれ出た時から,昂乏
くじを引いてしま･丁たこのオモ-1-1･の印鐸いやFTmr筏のい

る矧こもねえO

-体この先,間際此跡まとラなるのかなあOままならぬ

糾刑火勢は縦にも姐}ulがつかないかO堤衆軌とアカ朗的ミ凝

薙して,スサーニトクが勝った伽 はたしてなく･り合いは

寄りや佃きゃ｡クリスチャンに云わせると,世紀末 (何時

のことか院には分らないが)に入熱滅亡のときが紙汁,モ

の時キリストが再米して救うのだとき｡肉体は滅びるとも

IiB蝕は 奥 からなD鵬威マれ い｡こうなったら曹学も

素数も何もかもあったもんじpfJ:いな｡史学満にして人工

1nf.f堤を筒じたら ｢-31紹';カ｣といわれたそうな.もっと地

上を見よという恋碓らしいoi)f=し科学の党速は周にも晒し

て投拓の価値を有すると恕うりだがTJ:.一件科学の産物を

政治家が動かすというのはどういう訳だ.大体政治家なん

てものは,私淑を肥やしと-ル脱を'突き出して適当に遊ぶ

奴のことじゃないか｡政治屋だよ0人l和はずるくなきゃ生

きてゆけないよ,だってさC人間生きる義弘があるとでも

いうのかね,死んではならぬという法経があるわけではな

いんだから死んだっていいじゃないか.なあ｡どうせ死ぬ

まで生きるんだから｡こうなるとか/グッのガクモンも,

ブラプラのヘチマもなくなっちゃうな.そこで酒飲んで!打

と炎しく遊べOてなことになるようだOそれにしても大学

を出たきゃあ,とやられるからなOいやはやどうもoLか

し平凡な毎日毎年も,飾数多になって振りかえってみれ

ば,そこはかなり自分が七位び八起きして来た路だ｡他人

には分らない或る味があるらしい｡協和:も悪しみも放ll'i月

かO

映両の短軸こちったが'-休r炊緬とは何だO地雨還御と

殊更に銘打つところをみると,張出なラty･シ-ンの押売

りが朗の山らしい凸下らぬものでも亀城を出せば三文帆何

もよくヒット,というのは'JLt:談だがねOついでに蹴位とい

くか.僻粒とかけて何と解く｡同会と研く｡心は,徹夜で

やり過すO旅の校門fLLとかけて,ああ朔京咋帆3時の.ト

と解くO心は,だらしのないことこれ相似たり｡柳刃とか

けては処女ととくO心は,男がいfJ:い｡やに下ってしまっ

たが次はとうか｡克静汚職浪良とかけて何と堺くO那彰‡市

Li.)コ-ル超劫と解(.心は,メリケン式民主主立｡とこ

ろで日本人の硝神年令はやっと20才だというのはどういう

意味なのかなO毛商の奴等,昭適をチ1-ンコロにしてしま

ったOそれもそうかもしれないな｡jiとの野郎,総力のI磐?

についたら,こおとt)してJ)t田でせっせと遊んでやがらあ｡

こんな揃のことは考えても考えても回り郎幣さO犬をも買

ぬく学雄の志筑,鉄をも熔かす,笛人の梢熟なんてものは,

とどのつまF)は桶がII可して何とやらでね｡

まだ大釘皇把にでもj-Fiしたいことは押目あるが,何にもな

らないような瑞がしてきたので止めておく｡だが偶もケツ

がアオくても,人生.7歳を-雌ぶってみたいOなんてでかい

ことをいってこれは'JI-I:L.した｡

一風 来 坊-

雑 誌 題 名 と 表 紙

灘.ti主値 Jtlについては嗣IJ掴7,r勺でも馳分決定にA;労 した

那;ラテン語Amicos(友主至,味方)を選んだoこれから

派蛙したAmi(フランス語)拝御存知の方も多いこととJtH
う｡

漬紙についても托胡 作倍加軽のため,王寺i色というTIJuE現の巾

で,なるべく珊灘なデザインを描いてみたoF'-グ･グリ

ーンが旨く州れはと願っている｡別に大それたイメ-ジが

あったわけでもないが,相のためのプレ1)エードとでもい

I,た悠党を袈現しようと考えてみた｡ (村 田)
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-小 説-

黒 い 蟻

吉 井 根

久世はこの釣揃の上からぽんや))と河原の水の流れを見

ているとき,ほんとうに救われたような先がす るのだ っ

た｡学校や家人との交際で色々厄介なfJiに山会すときっと

ここにやってくるのだが,ここまで来るとそんな晩しさか

ら全く解放されるので,一社に疲労感をJllEえて2,30分も荘

■ら止J)ているのだった｡

X X >:

この釣格はY市から侶即で1時f掴位の郊外にあったOそ

の近くには名の祝った温泉場もあり灸淵などもあって,春

秋のシ-ズン中には遊既客で可成 り混雑するのであるが,

11月の下佃にもなるともうめ-'たにiyjずれる人 もなか 1'

た｡このY市のある北陸地方は1年の3分の1は蟹天で,

耶Jt蛇った日というものは本当に敬える位しかたか,?たO

いつもt.んよりとした鉛色の盟が地上を圧するように厚

く惑い被さっていて,全てのものがその下でようやく息を

吸っていたoi比行く人遥もにぷい瓜の滞ったような目付を

して卑屈そうにI'晋を曲げて少いていた｡彼等からほ人欄と

いうよりも奇妙にかさかさした,それでいて粘っこい期勿

という感じしか得られなかった｡

この罪物感は今,久l規のいる谷脚こも宇r描ちていた.折 り

三正なってあたi)を取りまいている山々と,その上にまばら

に生えている樹も地獄の巾の光故のように空虚で准マとし

ていたが,それでいて希妙にきびしい調和を示していた｡

LT:後間もないというのに谷間から吹き上げてくる観は山

抄の掃流を運んで釣桁を1招JjT1時にきしませていたO二本の

細い鋼鉄のロープの上に3TJ'ほとの間隔をおいて板が渡し

てあって,手摺には勝者が用いてあるoこのつり稲は,恕

けてからもう良くたつのか臓基が水分を失ってかさかさし

ており,蹄校もところところ関り蒋ちていた｡踏板のE舶 1

ら30尺下り水が岩と唆み合っているのがちらちら見えて子守

髄を氷らせたOちょっとの既にでも左右に激しく揺れて土

地の人でも尻込みするこの橋は,それでも隣村との鵬-の

交通路で10間の和を1日に数回食料品や免鞘などを選んで

いたo 1
X X X

今日も又久榊ま先程からここにやJ'て来て,もう20加ま

かりも水の流れを見ているのだった｡

久l糾土足をrl;げ,両手で関節が白く見えるほtrしっかり
も

と脇道を捉F),胸を手招打こ押しつけていた.紋の‡正みで30

T掛まと上に憤いた橋桁は'Gf判からの風で左右に振灘してい

たD

谷間の剖よれは題からみればず うっと水塩が少くなってい

るものの,相当の勢があって岩にぶつかって水yF'f吹をあた

りに散らしていた｡比校的はかな所では水の泡が浮んでい

て,それは何時頃から浮んでいるのか,もう水垢です-'か

り茶褐色にな-'て同じ所で静かに円を向いていた｡

さきほどから岡もしないで眺めている久胎の日にはその

泊がだんだん速哩を増し,円が外に向-'て拡って行くよう

に見えた｡

ものすごく11rl速的に動く泡に比べてその円JTEE劫の広がF)

は刻々,徐々に規則的に比がって経に祝JjX一杯にiliIがるO

(らくらとした感じに襲われてElを祝らすと鞄は以姐と少

しも変らない大きさでゆっくI)と狙っていたOすると叉だ

んだん大きくな･7てくるように思えるDそんな邪を何n:1も

繰り返して眺めながら,ポーの ｢メールストロームの渦中

地建記｣の渦巻のことを考えていた.それも文知らずAjgTら

ずのうちに芥川の ｢鶴郎｣の中の噛榊こ変っていた｡

その時右手の方でなにかlLLlぶような物音がしたように思

えた｡しかし叩l蛙久他にはそれが何の背なのかよくわから

なかったが,その昔が久世の大脳の皮田の1つ 1つの細胞Il-･1
に反響して,今まで恋識されなかった水の音が'突然呪える
ように響き出した｡その替と共に抱が急速に租 托して脳鮒

胸が逆立ちする様に感じたO久FTiLu何か笛い知れぬ恐怖に

革撃われ,それから逃れようと激しく身振いして322を見廻し

た.右手の空間を何か赤い純良いものが-ILh-椋にHEiLらて行

くのが目に入った｡それはだ4,だん申くな-'て行くように

見えたがなかなか拓も切らず,満ちる意で何か知性に良い

ようで幽鍾かったoそれも究久世に不安感を与えたOにぷ

い皆を立てて搭ちた物体が河原の石の上で匿いていたOそ

れをよく見極めようとE)を祝らしたが,まだ久世の脳では

細胞が越妃しっづけていた｡久丁糾え忠に不快になって問jTJL

たしそうに武を左右に劫かした｡

わかるまでには少々時間がかかったo互!芸赤な毛深わセータ

ーに紺のスカ-卜をはいた18才位のTj:学生が腰を打ったら

しく,船伏せになって倒れ,めくれたス{}-トの下から見え

る白い71.ロースが目にしみるように印貌fr.Jであった｡そこ

- (22)-
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から(の字形になった肉付きのi:い股がむき出 され てい

たO赤いセーターと白いズロースが強烈な調和をなして彼

の牡鉄を糾即したO下から盛 り上ってくる快よい性欲にひ

たI)ながら助けることも人を呼ぶことも忘れて,久虻は身

を乗r)出すようにしてLはしこの案しい張子の人形を眺め

ていた｡無意静こ人のいないのを硲めて蛭を沿r)下りTJ:が

らも,久世の銃の内を占めていたものは助けようとい5こ

とではTJ:く,ただ脚力のあるJ投を撫でてみたいという欲望

だけであったOこの美しい墳然の旧物を他人に渡すことな

く人知れず白分一人のものとして独占したかったのだO後

めたい感じが久世の脳細粒をかすめたがもう自分で白骨を

処理することがiil来なかったO-Bl盛り上った性欲はただ

主軸こ眺めるだけでは承知1せず.久世を駆り立てずにはおか

なかった｡ この人形の渦物はMが 白分に与えたものだと

招じ込もうとしたO久脚 主知脚 論者で温していることも忘

れて,この槻合神を持ち山した白分に深い紺足を感じたO

紬が紋の罷后の倫理感を吹き飛ばしたのだO

ちょうと率いに人形は河原の比幌的岩の少ない小石の上

に右g:･-を胸の下にして械たわ-7ていた｡血を流している形

矧 まなかったが,全身を波打たせ苦しげに坤吟きたがら左

手を伸ばして頭上の秒を知性に抜きむし1ていた｡員を閉

じたoElい美しい械脚こ赤味がかJ'た硯と口が規則的に嘩

墓園していた｡伸びのよい小光色に磨かれた収はビクビクと
神経昂に効いていた｡この蓑しい人形は全体が規則的に瑞

くほどのIl:解きで捌く轍城であった｡ギラギラした血享巨っ

た目でみつめていた久仰4-J.J投の上に1匹の大きな盟い蛾を

蒐托した｡ももは11月の谷r川から吹いてくる凪で馬肌だっ

ていたが,そこには完全に大人に成り切った女だけが持つ

一概jrXl･様な全てのものを姐趣きせずにはおかないような肌

の零式が結っていたOその上を鴎は緋い足で災い大きな脱

部を支えtFJ:がら,打を抑こ賀き出すように伸ばして,この
むせぶようななまめかしさ封挺ぎ取ろうとするかのように

ヽ

触角を忙がしげにぴくぴくと反応させfJ:がら立ち止 った

り,叉何か思い出したかのよきに急に動き出したりして肌

をなめまわしていたD久世は頓の呼吸がだんだん乱れがち

にはげしくなって行くのをr政党的に感じたが,それと比例

して今まで自分の内に堪り上って来ていた性欲がその熱と

脚こ研次下の方に下って行って,全然それとは飛田な不潔

感が親をもたげてくるのな澄識した｡自分の内に起るこの

不況感は一体何処からやって来たものか久世には了解出来

なかったが,この瞬間的なIL3jBflljの変化に呼応EIJI来ない苛立

たしさでこBt)かみが2,3度引萎襲っていたD久世にはこの

人形の肉体を応初に与えられたのが白分で,それを収初に

犯したのが蛾であるという分りきったことが,何んだか非

常に不合理なありそうにもないものに思えた.はたしてこ

んな不合理な事があってよいものだろうか,この蚊合繊が

出現してくる必要があってもよいものだろうかOこんな事

をさせた榊こ対して激しい樽恋と敵意を感じたが,奇妙に

もこの黒い大きな馳 こ対しては何の惜恋も敵意も頂じなか

ったDLかしこの脚潜も間もなく消え去ってしまったが,

依然として彼の内を占めていたのほ不許感であった｡この

内体に対する脱の底からの不繰越であったのだ｡

自分の肌をなめまわしているのも知らずに失神している

肉体,域の愛撫に対して何の抵抗も試みないはか r)かかえ

ってその愛撫を了碁んでいるように全身を披打たせながrP超

星野している肉体,そんな肉脚 こ久世ほやl)きれないほとの

不潔と嫌態を岱じfJ:いではいられなかった｡そこにあるも

のは叔単韻しい処女の肉体ではなかった.整売抑こも見ら

れないような淫らな脂ぎった肉欲の塊にすぎなかった｡肉

欲の塊がこの地上で呼吸しつづけているにすぎなかった｡

久Ht.は唖を吐きたい衝動むや-'と抑えて,荒々しく右腕を

掴んでなまこのように正体のないからだを引き屈し,協も

みないで温泉場の診鑑宅所に担ぎ込んだのだったO

(三田晋 医学科 1g=)

非パル ビツール系新睡眠剤

題違 覇
『■■『l

圃

ド イ ツ ･ シ エ ー リ ン グ A .ら

嚇 入 発 売 元

日 独 薬 `品 株 式 会 社
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☆や1と原村を全

部印刷にまわして

ネッとしたと思 っ

たら次には砿新が

待っているという

ことにた-)たO銅

損は雄しいが面白くもあるo昼間は方JTを妨きまわr),夜
は到岩原術を検討する.酌み茄ねた群議摘i,原綿の東,蘇

稲紙｡ココアのコツ17.まで弛んだ41Lの上で搾更まで厄介な

仕草が始まる｡鎖が庶稲のことで一杯にTJ:ると容易なこと

では礎つかれない攻もあった｡編集会闇ではのべつ意見が

衝増して描烈な.論ff佃裾 まる｡安眠妨封の苔脚が下宿のオ

バンケJL･から出たl)したO (東田)☆兎も角あみこすが刷

り上ったことだけでも大変蛸しい｡12月から具体化して2

月に出たことはまあ学Li三としてほ速攻の鞘に入るだろう｡

鹿毛如こついて一々批判などとんでもない評だが,ラジオ･

テレビ･矧舶かこ牌紳しているのか,皆貰いたい放血式文

革抹全くうまいのに.肝腎TJ:讃任ある意見の発光,澄み出
I

る伴な範放,純恩を謝って作･･Jた小瀧といったものが琵弱
なのが瑞になる｡この点Ir-T一亡野君の ｢憩うことなど｣医学科

の古井君の ｢兄もい蛾｣はその泣畝に敬忍を致す｡文誤字,

不明の侍所は嗣肘邪の鐙任の持てる鳩軸内で訂正したDj没

後に紙数の関係でr/ull空,一部陣正の止むたきに到J'た方々

に遊んでおわびする｡ (村rll)☆雑紙を作るということは

大変Ts:ものだO小生常業粍昆浪外交E-i(?)を押しつけら

れて主に資金伍めを担当したが全く難しい ｡何軒をやるに

も先l'T.?ものは金であるそうで拭JTの難詰畠もガ リ刷 F)か

ら,だんだん満が大きくTJ:って活版でやるようになったの

で,こ[) 甲たまらんと蘭起したわけだ.この所10日職位ぶ

りつづけ一帯丁方面に広岱iFミめにi13て足を枠の様にしてま
わり(もちろん投射ま主観的体言椎で)夜は夜でK君宅で締

錨虫部だからいいかげん嘘をたOだが足まめにまわると何
か報われるもので,虹伍は何とか予定衝にこぎつけ,色々

まわっているうちになれない我 を々かえって指科故軌して

◇サ ル {もリン 苗潰庶サルソ製剤

◇チ ー ゲ ン 非特異全免疫元剤

(キニ-ネ配位)

製造販売 日新薬品株式会社

木 枕 工 場 営 業 所

榔IIミロ木桶 ILl形前審妻那J 山形fhl･仙台市

くれる会社もあって全く良い社会地政となったol年毎に

我が;3.琶学科の人数もふえて運営も灘になるだろうが,じみ

氏,しかし頚iしい経営面の仕断をALんでやってくれる人が

いてほしい (hl古橋)☆一冊の雄花占,めじろ押しに弛ぷ手先々

の作品Dその出来はえたるや必ずしもすはらしいものとは

貰えないかも知れない｡しかし,それでも良い と思 う｡

｢封紙畠を出すこと｣これこそが雑誌を約月皇する者にとって

文武々仲間にとって股も正男なことだと思うからである0

1号がLLIJ.てこそ始めて2腎があり,3号があるのである｡

将来さらに大きく発展するであろう｢あみこす｣の辞 lif]

の嗣班に鵬わった者としてその国びもさることながらその

栗任の大なることも捕臆せざるを得ないO (お古石)☆姥.uTl

の性格がはっきりしていない現任,出来るだけ多くの人/I

の声を災めることによって何か良いモノがェキス1､ラアト

できるのではないかと考えていましたOこのような主旨の

もとに例の印劉卿LlJの原椛をfJiめたのですが,--⊥邦に非現

肝晋がおり原彬をいただけなかったことは残念だと偶 うん

ですO謁才であるみなさんはあまり学校でE.塙政柄をされな

い傾向があると恩うんです｡印象斯けの場を利拝礼 て ttあ

のヤロウはあんなことを考えてヤガンP'ナ"なんかと知る

ことはある恋味で有泣丑であると思うんです.各人好きな

ように和銅してくれればそれで諦1垣蘭脈民としては充Ih

です｡ (温州)

〔薬学科一年の経過〕

04月30日:入校式 05月29日:木すiii学/上丘l進で範一

回(%合せコンパを三桐光tl-1を招いて朋くD (出帽38名)

○この頃とみにソフトポ-JL･熱あがる006F]30日:同好

箭13も山寺 ･T'郎立方耐 こ -イキング009月下軸 :紳臼】筑

助｡010耶6r]:甜沢遅効会にて贋学部'2位大塔0011H

l日:統一ilJI動デーに放ける中央充のストライキ決韻に反

対｡011月16,17,18日:碑とIヒ大学50周年把缶大学若き:貰

楽節に初陣'Ei'控得｡012Jl14円:江固会館にてガイダンス

漉ティーパ-ティ(瀬尾,相沢,一色,fAiロ,三F']+沖村,

昏折,金tI]各党!L三郷,LLilrift,学_Ii三39̂f].LijPif')02月20El:あ
みこす発T･Tj

鯨柑主スFッ7

0矧 川睦 0討王1守弘 柴rn撤一 〇露石燐火 0抑 詣威
光 沖居組介 野尻紡 林 春江 如指炎明 水柿近招

○柑FJilT.弘 荷稲茄和事 (OEr]讃任蛮民)

あ み こ す 1腎

195SIiF2月15El 印刷
1958'fTi2F=120日 発行

発 行 者 恥lヒ大学陛学部雛学科
編if皇諜任解 読 rTt 守 弘
印 刷 所 ⅠくⅠく 排蛙印刷出本所

仙台亨r了花射ちJE通39
概括(a)3388(2)6644
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代表的な国産トランキ ライ ザ ー

(一般名メプロ,{メ-り

★轄神的緊張にもとず(不安 ･焦燥･興奮感を除

き柿軸を安定させ能率をあげる｡ 就眠には不安

興額を除去し安眠をもたらすO

★筋肉緊張をほぐすO抗産蟹作用を持つ特有の鍋

静作用は 眉こり､腰痛ー筋肉痛等に､叉掘滴の

特轟性小発作等柾,kの症状にも有効O

*アトラ牛シン壮J<ルビツール肝詩､非パルピッ-ル蹄 の玩酔

偲 曙剤とその師道及作用既博を抑こして虫b､展間脳問Ltも

拙慣作用がないO

(1館 0.2Fj 12錠 200円 30旋 450円 ま 25瓦 100ZC 500瓦



う産れ ず

病 気 に ま け ず

体 の調 子 は グ ･/ とよ くな る ･′

ミネ ラ JL,肝 臓 エ キ ス 自己合 拡!合 ビ タ ミ ン剤

症 九 る､ 率 足 が 1-'ろ い ､ 血 色 が悪 い ､ 飼 う札に な りや
す い ･･":-･ニ ん1J:方 は キ ッ と ビ タ ミ ン不 足 で す .′

毎 日 ミ･ネ ビタ ール をお の み 下 さ- ｡ ビ タ ミ ン12排.
ミ ネ ラ ル11杵 の他 .肝 臓.エ キ ス で 勤ま粒を市 め T=優 れ
た寿京合 ビ タ ミン剤 で す ｡ 体 内 の 吸 音.liの働 き を 結 党 に

Lで 栄 茸 を 身 に つ け , 疲 れ を な くす の で体 の 調 子 は

グ ン と よ くな り,病 気 に 対 す ろ紙 抗 力 も強 め ます ｡

包 裟 30虫 (350円) -oo並 (950円)

高 単 位 新 綜合 ビタ ミン剤
耳亡訳 垂見越 = ヨ車扱 式会 社

弓毒力 ミネ ビ タ ー Jレ

13ビタミン･12ミ寸･ラJL･･肝良 工軸 lE℡

メチオニンを配合･ビタミンを増盈した

蕗に消裂果の｢多い重要 ビタミンを

増盈し､また肝臓の働畠を海発にして

ビタミンの作用を要に有効化するため

鼓肝燕メチオニンを配合しました｡

ビタミンとメチオニンの協力作用に

よ り効果は一層強力にな りました

女 練 合 ビ タ ミン 剤

` 佃 格 80錠 (350円) 100錠 (950円 )

ほかに ･-ミネラル入社カバンビタンM､ Jtンビタン漆･未

大坂市窮giEi櫨町 武 田薬 品 工 数株 式 会 社 (バ12)




